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令和４年緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰
受賞者紹介

　緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰とは、緑化推進運動の実施について、顕著な功績のあった個人又は団体に対し、内閣総
理大臣が決定し、表彰を行うものです。
　令和４年は13の個人・団体が受賞されました。受賞者の方々をご紹介します。
　過去の受賞者については林野庁ウェブサイトをご覧ください。

https://www.rinya.maff.go.jp/j/sanson_ryokka/hyosyo/index.html

https://www.contactus.maff.go.jp/rinya/form/kouhou/202303.html

webアンケートにご協力をお願いします！

バオバブの木（ケニア）
表紙の写真 ： 

桜島どんぐりころころ植樹祭実行委員会（鹿児島県鹿児島市）
　「地球に緑を 桜島を緑に」をスローガンに桜島で活動してきた同団体は、
① 20回の植樹祭を開催し、どんぐりの苗木約2万3千本を植栽するとともに、年間を通じて下刈り等の手入れを行
い、森林の再生に取り組んできたこと
② 近隣の緑の少年団とともに、桜島に生育するアラカシ等のどんぐりから苗木を育成するなど、青少年の緑化意識
を醸成してきたこと
③　砂防工事等に苗木を提供するほか、「かごしまCO₂吸収量認証制度」の活用など、幅広い環境保全活動を行って
きたこと
などが評価され、受賞されました。

3
04

12

耕地防風保安林の整備に向けた取組について国有林野事業の取組16

森林環境譲与税を活用した取組　～地球を潤す森林環境保全へのプロセス～Vol.１２
奈良県田原本町　「上下流連携による木材利用等促進コンソーシアム」による自治体間連携

▲ 桜島どんぐりころころ植樹祭 ▲ 緑の少年団と苗木を育成



令和３年度及び令和４年度に、以下の取組を行った企業・団体・個人・地方自治体

森林づくり部門 J-クレジット部門
＜募集内容＞
❶整備した森林の１年間のCO2吸収量
❷森林整備に関する取組内容

❶無効化したJ-クレジット量
❷無効化したJ-クレジットに関する活用内容・効果

＜募集内容＞

応募対象者

新設

自ら又は支援をして森林整備に取り組んだ 森林由来J-クレジットを無効化した

外部有識者による審査委員会において受賞者を選定

令和５年夏頃に受賞者の決定、秋頃に表彰式等

3 2023.3 No.192 林野

募集開始！募集開始！2023.3.1から2023.3.1から

2023.5.31まで2023.5.31まで

　林野庁では、令和４年に森林整備を通じて脱炭素に貢献する企業等の取組を顕彰する制度『森林×脱炭素チャレン
ジ』を創設しました。本制度は、企業等が支援等をして整備を行った森林のCO2吸収量と当該森林整備の取組内容を
募集し、表彰するものであり、第１回の募集では、企業、団体、地方自治体、金融機関、NPOなど多様な方々から合計
55件のご応募をいただきました。その中から特に優れた取組として、グランプリ１件、優秀賞９件を選定しました。
　この度、企業等によるこのような取組の更なる拡大を目指し、第２回となる『森林×脱炭素チャレンジ2023』の開催
を決定し、３月1日から募集を開始しました。
　今回は、前回と同様の募集内容の「森林づくり部門」に加え、企業等からカーボンオフセットの手段として関心を寄
せられている森林由来J-クレジット（注）の活用や効果等について募集する「J-クレジット部門」を新たに設けています。
　応募は５月31日まで受け付け、その後、夏頃に受賞者を決定・公表し、秋には表彰式やシンポジウムを開催する予定
です。また、ご応募いただいた皆様には、森林づくり活動等を通じて脱炭素に貢献する「グリーンパートナー」として林
野庁ホームページで企業名やCO2吸収量を公表させていただくとともに、「グリーンパートナーマーク」を取組のPRに
ご活用いただけます。多くの方々からの応募をお待ちしています！

　全ての応募者がグリーンパート
ナーとなり、グリーンパートナーマー
クを取組のPRにご活用いただける
とともに、林野庁が皆様の取組を広
く発信していきます。

募集内容や応募方法は、
林野庁ウェブサイトを
ご覧ください！

昨年の受賞者の取組も
ご覧いただけます。

応募のメリット 詳しくはこちら

注：J-クレジット制度及びJ-VER制度の森林管理プロジェクトにおいて認証されるクレジット
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も
し
も
の
災
害
に
備
え
る
た
め
の
　

　
　
森
林
保
険

大
切
に
育
て
て
い
る
森
林
が
、
こ
の
よ

う
な
自
然
災
害
や
山
火
事
の
災
害
に
あ
っ

た
と
き
の
た
め
の
制
度
が
「
森
林
保
険
」

で
す
。

森
林
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で
、
山
火

事
や
自
然
災
害
の
リ
ス
ク
は
避
け
ら
れ
な

い
課
題
で
す
が
、
森
林
保
険
で
備
え
る
こ

と
で
、
万
が
一
の
と
き
に
そ
の
損
害
を
保

険
金
で
補
う
こ
と
が
で
き
、
林
業
経
営
の

安
定
や
被
災
地
の
復
旧
、
再
び
植
林
す
る

た
め
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。森

林
保
険
法
に
基
づ
き
運
営
さ
れ
て
い

る
森
林
保
険
は
、
昭
和
12
年
に
国
が
運
営

す
る
森
林
火
災
国
営
保
険
と
し
て
誕
生
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
気
象
災
を
対
象
に
加

え
る
な
ど
の
制
度
改
正
が
重
ね
ら
れ
、
平

成
27
年
に
国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
研

究
・
整
備
機
構
森
林
保
険
セ
ン
タ
ー
に
移

管
さ
れ
、
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

森
林
保
険
に
は
、
令
和
３
年
度
末
時
点

で
8
・
2
万
件
、
57
・
1
万
ha
の
人
工
林

が
加
入
し
て
お
り
、
民
有
林
の
人
工
林
面

積
の
7
・
2
％
（
加
入
率
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。
平
成
27
年
度
か
ら
令
和
３
年

度
ま
で
の
保
険
金
支
払
額
は
約
３
億
円

〜
７
億
円
程
度
で
推
移
し
て
お
り
、
近

年
で
は
、
風
害
で
の
支
払
い
が
多
く
を

占
め
て
い
ま
す
。

　
森
林
総
合
研
究
所
と
連
携
し
た

　
新
し
い
損
害
調
査
の
動
き

森
林
保
険
業
務
が
森
林
保
険
セ
ン
タ

ー
に
移
管
さ
れ
た
こ
と
で
、
同
じ
機
構

の
研
究
部
門
で
あ
る
森
林
総
合
研
究
所

と
連
携
し
た
、
相
乗
効
果
の
高
い
取
組
も

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
森
林
保
険
セ
ン
タ
ー
が
保

有
す
る
損
害
調
査
デ
ー
タ
を
用
い
た
森

林
気
象
災
害
の
リ
ス
ク
に
関
す
る
各
種

研
究
に
よ
り
、
風
害
、
雪
害
、
林
野
火

災
に
つ
い
て
の
リ
ス
ク
を
評
価
す
る
た

め
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
の
開

発
や
、
全
国
の
干
害
の
発
生
傾
向
の
解

析
、
林
木
の
被
害
判
定
の
た
め
の
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
刊
行
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し

た
損
害
調
査
手
法
な
ど
の
成
果
が
得
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
成
果
は
、
保
険

金
の
お
支
払
い
の
迅
速
化
等
に
向
け
て

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　　
山
火
事
や
自
然
災
害
の
リ
ス
ク
は

　
常
に
隣
り
合
わ
せ

何
十
年
も
の
間
、
お
金
と
労
力
を
か
け

て
大
切
に
育
て
ら
れ
、
森
林
資
源
と
し
て

充
実
し
た
人
工
林
に
は
、
山
火
事
や
自
然

災
害
に
あ
う
可
能
性
が
つ
き
ま
と
い
ま

す
。
ま
た
、
主
伐
後
の
再
造
林
や
間
伐
も

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
植
栽
後
や
間
伐

後
の
数
年
間
は
、
特
に
災
害
に
あ
い
や
す

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
も
、
7
月
か
ら
8
月
に
か
け
て
の

大
雨
や
9
月
に
相
次
い
だ
台
風
の
襲
来
、

12
月
の
大
雪
な
ど
、
自
然
災
害
に
よ
る
被

害
が
各
地
で
発
生
し
ま
し
た
。
民
有
林
で

は
、
平
成
23
年
か
ら
令
和
２
年
の
10
年
間

に
年
間
約
１
千
ha
〜
１
万
５
千
ha
の
気
象

災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
地
球
温
暖
化

の
影
響
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
近
年

で
は
、
大
型
の
台
風
や
局
地
的
な
豪
雨
が

頻
発
す
る
な
ど
自
然
災
害
の
脅
威
は
増
す

一
方
で
す
。
ま
た
、
冬
か
ら
春
に
か
け
て

は
特
に
山
火
事
の
発
生
が
多
く
な
り
ま
す

が
、
同
じ
10
年
間
に
は
年
間
約
４
百
ha
〜

２
千
ha
の
森
林
が
火
災
に
よ
り
焼
失
し
て

い
ま
す
。

－災害の脅威に備えるセーフティネットー
ご存知ですか、森林保険

静岡県の川島滝蔵氏ら、
森林火災保険会社の設立を計画

川島滝蔵氏、大日本山林会大会で
森林事業発展への森林火災保険会社の
必要性を提唱

山林局長鶴見左吉雄氏、大日本山林会で
森林火災保険制度確立の必要性を強調

森林火災保険に関する建議、請願が繰り返し提出される

洞爺丸台風

1912
大正元年

1916
大正５年

1919
大正８年

1937
昭和12年

1939
昭和14年

1954
昭和29年

1952
昭和27年

1956
昭和31年

1921
大正10年

林齢制限を撤廃
（全ての人工林が保険の対象に）
火災予防事業を開始

北海道にも適用

森林火災国営保険法成立
（20年生以下の人工林を対象）

森
林
保
険
制
度

85
年
の
あ
ゆ
み

地球温暖化防止や山地災害の防止、水源の涵養、木材生
産といった森林が果たす様々な役割の重要性が一層高まって
います。一方で、山火事や自然災害などの脅威は増大してい
ます。災害のリスクを一層考慮し、安心して森林づくりを進め
ていただくための「森林保険」についてご紹介します。

「森林保険」
昭和15年10月第四號
農林省山林局発行

標　板望　楼

▲ 台風で被害を受けた森林へドローンを飛ばす（伊豆大島）

北海道で稀有の災害、
甚大な風倒木被害

全国森林組合連合会が
森林火災共済を開始

『森林火災國営保險は、我
が國の林業殊に造林事業に
經濟的基礎を興ふる施設と
して、一般から多年熱心に要
望せられてゐたが、己が實現
には仲々の困難を伴ひ相當
の年月を閲して来たのであ
る。』
（山林局長村上富士太郎、
昭和13年）

火災予防事業では、山
火事巡視員や標板、警
報旗、望楼等の設置が
進められました

林野庁森林整備部計画課　／ （国研）森林研究・整備機構森林保険センター

1

東邦火災保険会社
が森林火災保険を開
始。以降、民間の森
林火災保険が続々開
始されるが保険料率
が高く、21年生以上
が主のため国営保険
への要望高まる
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は
、
特
に
災
害
に
あ
い
や
す

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
も
、
7
月
か
ら
8
月
に
か
け
て
の

大
雨
や
9
月
に
相
次
い
だ
台
風
の
襲
来
、

12
月
の
大
雪
な
ど
、
自
然
災
害
に
よ
る
被

害
が
各
地
で
発
生
し
ま
し
た
。
民
有
林
で

は
、
平
成
23
年
か
ら
令
和
２
年
の
10
年
間

に
年
間
約
１
千
ha
〜
１
万
５
千
ha
の
気
象

災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
地
球
温
暖
化

の
影
響
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
近
年

で
は
、
大
型
の
台
風
や
局
地
的
な
豪
雨
が

頻
発
す
る
な
ど
自
然
災
害
の
脅
威
は
増
す

一
方
で
す
。
ま
た
、
冬
か
ら
春
に
か
け
て

は
特
に
山
火
事
の
発
生
が
多
く
な
り
ま
す

が
、
同
じ
10
年
間
に
は
年
間
約
４
百
ha
〜

２
千
ha
の
森
林
が
火
災
に
よ
り
焼
失
し
て

い
ま
す
。

ご存知ですか、森林保険　－災害の脅威に備えるセーフティネット－

第二室戸台風三八豪雪
（関東・東海地方で凍害激発）
西日本各地で集中豪雨

1959
昭和34年

1961
昭和36年

1963
昭和38年

1964
昭和39年

1965
昭和40年

1975
昭和50年

1976
昭和51年

1977
昭和52年

1978
昭和53年

1981
昭和56年

伊勢湾台風

激甚な凍害被害発生

台風第17号
有珠山噴火五六豪雪

林業基本法公布

沖縄の復帰に伴い
沖縄県への適用再開

気象災を対象に追加
森林国営保険に名称変更

噴火災を対象に追加

森林火災国営保険チラシ
（昭和30年頃、林野庁発行）

干害、凍害のリーフレット（昭和45年林野庁発行）昭和58年森林国営保険ポスター

昭和38年の雪害昭和55年12月の雪害

岩手県三陸海岸で
大規模林野火災、約17千ha焼失

近畿地方で異常降雪による
冠雪害被害発生
（冠雪害の被害額約123億円）

林野関係被害額
480億円を超える

高齢級の森林を中心に甚大な被害
被害額700億円を超える

森林火災共済に気象災害が
加わり、全森連共済となる

「国は、災害による損失の合
理的な補てん等必要な施策を
講ずるものとする。」

2

3



4
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森
林
保
険
を
活
用
し
て

　
安
心
し
て
森
林
づ
く
り
を

収
穫
期
を
迎
え
た
高
齢
級
の
森
林
で

は
、
風
害
や
水
害
に
よ
る
被
害
が
甚
大
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
主
伐
後

の
新
植
地
で
は
干
害
や
凍
害
の
被
害
を
受

け
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
間
伐

後
や
新
植
後
な
ど
、
被
害
を
受
け
や
す
い

時
期
に
は
特
に
森
林
保
険
で
備
え
て
い
た

だ
く
こ
と
が
有
効
で
す
。

「
入
っ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
」
で
は
な

く
「
入
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
」
と
、
安
心

し
て
森
林
づ
く
り
を
進
め
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
ぜ
ひ
森
林
保
険
の
活
用
を
ご
検
討

く
だ
さ
い
。

東北地方等で
大規模林野火災

高齢級の森林を中心に
甚大な被害
被害額2千億円を超える

全森連共済が
引受を停止 三宅島噴火

雲仙岳噴火
台風第17～19号

1983
昭和58年

1991
平成３年

2000
平成12年

2005
平成17年

2017
平成29年

2015
平成27年

2019
令和元年

2018
平成30年

2021
令和2年

2001
平成13年

※平成29年度より、(国研)森林研究・整備機構森林保険センター

森林保険業務の主体が政府から
(国研)森林総合研究所森林保険センター※へ

昭和62年
森林国営保険ポスター平成16年台風による風害ハンドブック「写真でみる林木の気象害と判定法」

平成31年3月森林総合研究所発行

毎年のように大規模な豪雨災害や土砂災害が発生するなかで、森林保険センターではドロ
ーン等を活用し、森林保険契約地の損害状況を、迅速に、効率的に把握することで、保険金
お支払いまでの期間短縮を図っています。
被害を受けた森林の保険金額を査定する際には、損害状況を正確に調査する必要があり
ますが、急傾斜地の調査には滑落や土砂崩壊による危険を伴います。また、大規模災害では
道路の寸断によりなかなか森林にアクセスできないなどにより、保険金のお支払いまでの期
間の長期化につながっていました。
森林保険センターでは、森林総合研究所と連携してこの課題に取り組み、平成29年7月九
州北部豪雨や令和2年7月豪雨による大規模水害、山火事により被災した森林の調査にドロ
ーンを活用し、迅速な保険金のお支払いに努めています。
これらの森林損害調査は、損害調査員として認定された森林組合連合会や森林組合の職
員が担っています。損害調査員が調査技術を習得するため、森林保険センターと森林総合研
究所によるドローン調査技術や画像処理技術の実践的な講習も行っており、令和3年度には
ドローンを活用した保険金支払い実績は１府11県で計約7,300万円となりました。

ドローンを活用した森林損害調査 少しでも早く保険金を

お届けするために

森林保険に
名称変更
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購入した立木は販売までの間、棚卸資産となります
が、この資産が伐採までの間に山林火災や風雪害に
あってしまったらと心配していました。そんな時に、た
またま森林保険パンフレットを目にして加入を決めま
した。
立木の仕入金額の相当分だけ加入でき、保険料も
その分抑えられ、損害もカバーできて、とても安心で
きます。

矢板市では、「2050年ゼロカーボンシティ」を宣言し、森林
吸収源対策として、森林環境譲与税を活用した様々な取組や森
林経営管理制度に基づく森林整備を進めています（「林野」令
和4年5月号参照）。
森林経営管理制度の取組において、林業経営に適さない人
工林については矢板市が保育間伐を実施しており、間伐直後の
災害リスクに備えるため、間伐実施に合わせて森林保険に加入
しています。

ご存知ですか、森林保険　－災害の脅威に備えるセーフティネット－

森林保険の
ご利用者の声

森林保険制度について

備えて安心
森林保険

間伐後の自然災害リスクに森林保険で備えています

山林火災や風倒木のニュースを聞くたび、
購入した立木の場所ではないか心配でした

栃木県矢板市栃木県矢板市

青森市の素材生産業者

ご相談の際は、森林が所在
する都道府県、樹種、林齢、
面積をお知らせください。

所定の講習を受けた損害調
査員（森林保険実査業務実施
適格者）が調査を行います。

森林保険センター

• 保険企画課 ・・・企画調整・広報等
•保険経理課 ・・・会計経理等

•リスク管理室・・・森林保険業務に係わる
                             リスクの管理等

 

• 保険推進課 ・・・加入促進等
•保険業務課 ・・・保険契約のお引き受け、
                             保険金のお支払い等

・・・・・・・・・

保険契約者・被保険者（森林所有者）
個人、法人どなたでも保険契約者になることができます。
被保険者は、森林所有者に限られます。

国
森林保険制度の企画立案、債務保証

（異常災害時）
民間金融機関からの借入等

（国研）森林研究・整備機構
• 森林総合研究所
• 森林総合研究所林木育種センター
• 森林整備センター

保険契約

災害発生
損害発生通知

保険金の
お支払い

申込み
保険料の納入

損害調査
損害調査報告

契約のお申込み
保険料のお支払い

最寄りの森林組合、森林組合連合会
森林組合・森林組合連合会は、森林保険センターとの
委託契約に基づき、森林保険の窓口として業務を行っています。

対象となる災害
干害水害 雪害 潮害凍害風害 噴火災火災

◆森林保険のお問合せ◆

電話：044-382-3500　URL：https://www.ffpri.affrc.go.jp/fic/
お近くの森林組合や森林組合連合会又は(国研)森林研究・整備機構森林保険センタ－

ウェブサイトは
こちらから

● 加入できる森林
　人工的に成立させた森林
が加入できます。天然林で
も、間伐等の人手が加えら
れた森林 ( 育成林 ) は対象
となります。

● 加入できる方
　個人、法人問わずどなた
でもご契約できます。
　ただし、保険金のお受け
取りは森林所有者に限られ
ます。

● 保険料
　森林の所在する都道府
県・樹種・林齢・面積や契
約者のご希望を基に保険金
額を決定し、それに保険料
率をかけて保険料を決定し
ます。
　標準的な例では、植栽後
１年のスギ林１ha で保険金
額が 101万円の場合、保険
料は4,332円となります。

● 保険料の割引もあります
 ・長期割引
 ・継続割引
 ・花粉症対策苗木割引

● お申込み先
　加入する森林が所在する
最寄りの森林組合又は森林
組合連合会でお申込みくだ
さい。

大きな災害が発生し、保険金の支払いが多大となった場合も安定した運
営が確保できるよう、国による債務保証が法律に定められるなど、国の
関与のもとで公的な保険制度として運用されています。

保育間伐実施後の
森林
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43 54 66

資料：消防庁統計資料に基づいて作成

月別の山火事発生件数（H29～R3年の平均）

2

例
年
、冬
の
終
わ
り
か
ら
春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
か
け
て

多
く
の
山
火
事
が
発
生
し
て
い
ま
す

令和5年全国山火事予防運動

山火事の様子（写真提供：宮崎県）

　林野庁では、3月1日から7日まで
を統一標語として、「全国山火事予防運動」を実施し、全国で山火事予防意識の高揚を
図る取組や、森林パトロール等の実施を呼びかけます。

令和5年全国山火事予防運動
　林野庁では、3月1日から7日まで
を統一標語として、「全国山火事予防運動」を実施し、全国で山火事予防意識の高揚を
図る取組や、森林パトロール等の実施を呼びかけます。

「火の確認 山を愛する あなたのマナー」

　
こ
の
時
期
は
、
暖
か
く
な
る
こ
と
で
ハ
イ
キ
ン
グ
や
山
菜
採
り
で
人
が
山
に
入
る
機
会

が
増
え
た
り
、農
作
業
が
始
ま
っ
た
り
す
る
な
ど
、火
元
と
な
り
や
す
い
人
間
の
活
動
が
活

発
に
な
り
ま
す
。ま
た
、
雨
が
少
な
く
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
枯
草
や
落
葉

な
ど
の
可
燃
物
が
堆
積
し
て
森
林
の
中
が
燃
え
や
す
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
に

強
風
等
の
条
件
が
重
な
る
と
、大
き
な
山
火
事
と
な
る
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
　

　
最
近
発
生
し
た
山
火
事
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
令
和
３
年
に
栃
木
県
足
利
市
や
群
馬

県
み
ど
り
市
で
発
生
し
た
山
火
事
は
住
宅
に
近
い
場
所
で
拡
大
し
た
こ
と
か
ら
全
国
的
に

注
目
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、令
和
４
年
に
は
福
岡
県
北
九
州
市
や
熊
本
県
阿
蘇
郡
高
森
町
な

ど
で
野
焼
き
を
原
因
と
す
る
山
火
事
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
山
火
事
は
い
ず
れ
も
２
月
〜
４
月
に
発
生
し
て
お
り
、
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。

　「全国山火事予防運動」の今年のポスターには、
栃木県芳賀郡茂木町立茂木中学校３年の古内るいさ
んの作品が、標語には、青森県三戸郡階上町立道仏中
学校３年の髙山冬跳さんの作品が選ばれました。

山火事予防運動出発式 （写真提供：宮崎県）
※ 山火事の半数以上が2月～5月に発生しています。

春
は
山
火
事
に
ご
用
心



たき火
410件（31.5％）

火入れ
240件（18.4％）

放火（疑い含む）
103件（7.9％）

たばこ
62件（4.8％）

マッチ・ライター
35件（2.7％）

火遊び
18件（1.4％）

その他
433件（33.3％）

資料：消防庁統計資料に基づいて作成

出火原因別発生件数（H29～R３年の平均）

出火件数
（件）

年 H29

1,284

938

900

1,363

606

202

1,391

837

269

1,239

449

201

1,227

789

176

1,301

724

350

焼損面積
（ha）
損害額
（百万円）

H30 R1 R2 R3 平均（H29～R3）

近年の山火事発生状況

資料：消防庁統計資料に基づいて作成

林野庁からのお願い

1. 枯れた草等がある火災が起こりやすい場所では、たき火をしないこと
2. たき火など火の使用中はその場を離れず、使用後は完全に消火すること
3. 強風時及び乾燥時には、たき火、火入れをしないこと
4. 火入れをする際は、市町村長の許可を必ず受けること
5. たばこは、指定された場所で喫煙し、吸いがらは必ず消すとともに、投げ捨てないこと
6. 火遊びしないこと

山火事防止の
シンボルマーク
「まといリス」

　
山
火
事
は
一
度
発
生
す
る
と
、
長
い
年
月
を
か
け
て
育
て
た
貴
重
な
森
林
を
一

瞬
に
し
て
失
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。ま
た
、
そ
の
消
火
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、発
生
の
未
然
防
止
が
重
要
で
す
。

　
日
本
の
山
火
事
の
発
生
原
因
は
、多
い
順
に
、た
き
火
、火
入
れ
、放
火（
疑
い
を

含
む
）、た
ば
こ
、マ
ッ
チ
・
ラ
イ
タ
ー…

と
続
き
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、山
火
事
の

出
火
原
因
の
多
く
は
人
為
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
私
た
ち
が
山
火
事
予
防

の
意
識
を
高
く
持
ち
、
不
用
意
な
火
の
取
扱
い
を
控
え
る
こ
と
で
そ
の
発
生
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
火
の
用
心
を
心
が
け
、
日
本
の
素
晴
ら
し
い
森
林
を
守
り
、

後
世
に
引
き
継
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

※ 出火件数と焼損面積を１日あたりに換算すると、全国で毎日約４件発生し、約2ha焼失して
いることになります。

林野庁からのお願い

空中消火
（写真提供：山梨県）

延焼する森林
（写真提供：東北森林管理局）

消火訓練
（写真提供：和歌山県）

山火事の現場
（写真提供：青森県）

空中消火資材組立訓練
（写真提供：北海道森林管理局）
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地
球
規
模
課
題
に
取
り
組
む
国
際
熱
帯
木
材
機
関（
I
T
T
O
）を
め
ぐ
る
動
き

地
球
規
模
課
題
に
取
り
組
む
国
際
熱
帯
木
材
機
関（
I
T
T
O
）を
め
ぐ
る
動
き

| 

我
が
国
の
拠
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
紹
介 

|

林
野
庁
　
木
材
利
用
課
　
木
材
貿
易
対
策
室

▶コンゴ民主共
和国でのワー
クショップ

◀LSSC研修教材

国
際
熱
帯
木
材
機
関（
I
T
T
O：International 

Tropical Tim
ber O

rganization

）
は
、
熱

帯
林
の
持
続
可
能
な
経
営
の
促
進
と
持
続
的
か

つ
合
法
的
に
生
産
さ
れ
た
熱
帯
木
材
の
貿
易
の

発
展
を
目
的
と
す
る
国
連
条
約
体
で
す
。Ｉ
Ｔ
Ｔ

Ｏ
は
、
1
9
8
6
年
に
設
立
さ
れ
、
横
浜
市
に

本
部
を
置
い
て
お
り
、
現
在
、
熱
帯
木
材
の
生

産
国
と
消
費
国
、
合
わ
せ
て
74
カ
国
及
び
E
U

が
加
盟
し
て
い
ま
す
。

2
0
2
2
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
第
58
回
理

事
会
に
お
い
て
、
ア
フ
リ
カ
・
コ
ン
ゴ
盆
地
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
及
び
南
米
ア
マ
ゾ
ン
に
お
け
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
完
了
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

１
．
コ
ン
ゴ
盆
地
諸
国
に
お
け
る
合
法
で
持

続
可
能
な
木
材
の
利
用
促
進
の
た
め
の
能

力
開
発

　
①　
背
景

コ
ン
ゴ
盆
地
は
、
ア
マ
ゾ
ン
に
次
ぐ
世
界
で

２
番
目
に
大
き
い
熱
帯
林
で
す
が
、
森
林
減
少
・

劣
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
２
０
２

１
年
11
月
に
英
国
で
開
催
さ
れ
た
気
候
変
動
枠

組
条
約
第
26
回
締
約
国
会
合（
C
O
P
26
）
の
期

間
中
に
行
わ
れ
た
森
林
・
土
地
利
用
分
野
の
首

脳
級
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
、「
コ
ン
ゴ
盆
地
の
森

林
の
保
護
・
持
続
可
能
な
経
営
の
支
援
に
関
す

る
共
同
声
明
」
が
発
出
さ
れ
ま
し
た
。
我
が
国

を
含
む
12
の
国
・
地
域
・
団
体
が
15
億
ド
ル
の

拠
出
を
表
明
し
、
同
地
域
の
森
林
保
全
の
た
め

の
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
コ
ン
ゴ
盆
地
諸
国
泫
で
は
、
熱
帯
木

材
の
生
産
に
求
め
ら
れ
る
「
合
法
で
持
続
可
能

な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
（
L
S
S
C
：Legal 
and Sustainable Supply Chains

）」
分

野
に
お
け
る
人
材
や
知
識
の
不
足
が
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
I
T
T
O
は
同
地
域
に
お
い
て
、

中
央
ア
フ
リ
カ
森
林
環
境
研
修
機
関
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
（
R
I
F
F
E
A
C
）
や
中
央
ア
フ
リ
カ

森
林
委
員
会
（
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｆ
Ａ
Ｃ
）
と
連
携
し
、

こ
の
課
題
に
対
処
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
活
動

を
実
施
し
、
こ
れ
ま
で
3
0
0
人
以
上
の
森
林

技
術
者
を
育
成
す
る
な
ど
し
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
実
績
を
踏
ま
え
、
林
野
庁
は
I
T
T
O

へ
拠
出
し
、
２
０
２
０
年
か
ら
2
0
2
2
年
ま

で
同
諸
国
に
お
け
る
L
S
S
C
に
関
す
る
能
力

向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
し
ま
し
た
。

　
②　
主
な
成
果

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ド
イ
ツ
の
拠
出
に
よ

り
開
発
さ
れ
た
L
S
S
C
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

活
用
し
、
政
府
関
係
者
や
木
材
事
業
者
等
に
対

し
て
、
合
法
木
材
利
用
に
関
す
る
認
識
向
上
や

合
法
性
確
認
に
関
す
る
能
力
向
上
の
た
め
の
研

修
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

最
初
に
、
研
修
教
材
は
コ
ン
ゴ
盆
地
地
域
の

状
況
に
合
わ
せ
て
再
編
集
さ
れ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
通
じ
て
同
地
域
の
関
係
者
に
よ
っ
て
検

証
・
修
正
さ
れ
ま
し
た
。
修
正
さ
れ
た
研
修
教

材
を
用
い
て
、
R
I
F
F
E
A
C
が
木
材
関
連

企
業
、
森
林
部
門
で
活
動
し
て
い
る
市
民
社
会

組
織
の
代
表
者
等
を
対
象
に
各
国
で
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
５
回
開
催
し
、
欧
米
等
の
木
材
消
費

国
に
お
け
る
合
法
木
材
に
関
す
る
法
規
制
や
、Ｇ

Ｐ
Ｓ
や
バ
ー
コ
ー
ド
等
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

に
使
用
さ
れ
る
様
々
な
最
新
技
術
等
に
関
す
る

知
識
の
習
得
も
図
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

同
地
域
に
お
い
て
L
S
S
C
に
対
す
る
理
解
が

深
ま
り
、
L
S
S
C
実
施
の
た
め
の
能
力
が
強

化
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
R
I
F
F
E
A
C
に
よ
り
、
中
央
ア

フ
リ
カ
諸
国
（
11
カ
国
）
へ
の
同
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
よ
り
多
く
の
国
で
Ｌ
Ｓ

Ｓ
Ｃ
の
普
及
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

２
．
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
及
び
ペ
ル
ー
に
お
け
る

森
林
火
災
管
理
に
係
る
能
力
構
築

外
務
省
は
、
国
際
社
会
の
関
心
を
集
め
た
ア

マ
ゾ
ン
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
大
規
模
森
林
火
災

に
対
応
す
る
た
め
、
I
T
T
O
へ
拠
出
し
、

2
0
2
1
年
か
ら
2
0
2
2
年
ま
で
、
森
林
火

災
予
防
活
動
等
を
緊
急
に
支
援
し
ま
し
た
。

⑴
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
森
林
及
び
土
地
火

災
管
理
に
係
る
人
材
育
成

　
①　
背
景

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
こ
れ
ま
で
野
焼
き
後

の
火
の
不
始
末
に
よ
り
壊
滅
的
な
森
林
火
災
を

引
き
起
こ
し
、
住
民
の
健
康
、
交
通
、
環
境
等

に
影
響
を
与
え
て
き
ま
し
た
。
こ
の
不
適
切
な

野
焼
き
は
繰
り
返
さ
れ
て
お
り
、
現
在
も
深
刻

な
影
響
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
は
、

人
間
活
動
に
起
因
し
て
い
る
た
め
、
火
災
の
予

防
・
拡
大
抑
制
に
は
地
域
住
民
に
よ
る
森
林
消

防
団
の
活
動
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
地
域
住
民
、
政
府
機
関
が
連
携
し
、

火
災
の
予
防
や
管
理
に
係
る
能
力
を
強
化
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、
中
央
政
府
と
南
ス
マ
ト
ラ
、

中
部
カ
リ
マ
ン
タ
ン
、
南
カ
リ
マ
ン
タ
ン
の
３

州
を
対
象
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
②　
成
果

地
域
住
民
が
野
焼
き
を
し
な
い
営
農
方
法
を

実
践
で
き
る
よ
う
、
農
地
の
整
地
作
業
等
に
よ

り
生
じ
る
枝
条
等
の
代
替
利
用
方
法
や
、
木
炭

や
堆
肥
等
を
製
造
し
、
そ
れ
ら
の
農
業
利
用
を

推
進
す
る
研
修
を
実
施
し
、
８
カ
所
に
お
い
て

実
証
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
の
森
林
消
防
団
や
消
防
署
に
防

火
服
や
携
帯
型
消
火
ポ
ン
プ
等
の
消
防
機
材
を

供
与
し
、
火
災
管
理
に
関
す
る
訓
練
を
計
17
回

実
施
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
中
央
、
地
方
、
村
落
な
ど
様
々
な

レ
ベ
ル
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
関
係

者
の
連
携
が
図
ら
れ
た
ほ
か
、
火
災
予
防
に
関

す
る
優
良
な
政
策
の
事
例
、
専
門
家
や
学
識
経

験
者
等
が
参
加
し
た
国
際
的
な
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
を

開
催
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
知
見
が
共
有
さ

れ
ま
し
た
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
開
発
し
た
、

火
災
パ
ト
ロ
ー
ル
の
た
め
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・

報
告
シ
ス
テ
ム
の
ア
プ
リ
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

全
土
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑵
ペ
ル
ー
に
お
け
る
森
林
火
災
予
防
及
び
対
応

能
力
の
強
化

　
①　
背
景

ペ
ル
ー
で
は
、
不
適
切
で
違
法
な
火
の
使
用

や
、
そ
れ
が
環
境
及
び
人
の
健
康
に
及
ぼ
す
悪

影
響
に
つ
い
て
認
識
が
欠
如
し
て
お
り
、
大
規

模
な
森
林
火
災
が
数
多
く
発
生
し
、
広
大
な
森

林
の
喪
失
な
ど
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、

ペ
ル
ー
で
は
、
伝
統
的
な
野
焼
き
の
慣
習
が
、

こ
の
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
中
央
政
府
、
地
方
政

府
の
ほ
か
地
域
住
民
の
森
林
火
災
の
予
防
と
管

理
に
関
す
る
能
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
ペ
ル
ー
の
５
つ
の
県
を
対
象
に
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　
②　
成
果

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
ま
ず
、
森
林
火
災

が
及
ぼ
す
悪
影
響
に
関
す
る
意
識
啓
発
活
動
、

農
林
業
廃
棄
物
の
再
利
用
方
法
の
検
討
及
び
適

切
な
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
が
行
わ
れ
、
こ

れ
ら
を
活
用
し
て
地
域
住
民
を
対
象
と
し
た
研

修
等
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
官
民
の
関
係
者
が
連
携
し
て
、
火
災

の
予
防
と
対
処
に
関
す
る
基
本
的
な
手
順
書
の

作
成
、
２
０
０
人
以
上
の
地
域
住
民
に
よ
る
消

防
団
の
結
成
、
消
防
機
材
の
供
与
と
消
防
団
へ

の
訓
練
等
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
森
林
火
災
の
発
生
地
域
を
早
期
に

発
見
す
る
た
め
に
有
効
な
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム

と
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
に
よ
る
遠
隔
監
視
能

力
の
改
善
や
、
衛
星
技
術
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
に
よ
り
、
地
域
住
民
と
関
係

機
関
の
適
切
な
連
携
が
図
ら
れ
、
森
林
火
災
の

予
防
と
対
処
能
力
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
2
0
2
1
年
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
経
済
活
動
が
低
迷
で
あ
っ
た
影
響
が
あ
っ
た

も
の
の
、
５
県
で
は
、
2
0
1
9
年
よ
り
も
火

災
の
影
響
を
受
け
た
森
林
面
積
が
減
少
し
ま
し

た
。

３
．
終
わ
り
に

今
回
ご
紹
介
し
た
よ
う
に
、
我
が
国
は
Ｉ
Ｔ

T
O
へ
の
拠
出
を
通
じ
て
、
熱
帯
木
材
生
産
国
に

お
け
る
森
林
減
少
・
劣
化
防
止
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
、
熱
帯
木
材
生
産

国
に
お
け
る
持
続
可
能
な
木
材
利
用
の
促
進
に
向

け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
支
援
も
実
施
し
て
い
ま

す
（「
林
野
」
2
0
2
2
年
３
月
号
に
紹
介
記
事

掲
載
）。

林
野
庁
は
、
引
き
続
き
熱
帯
木
材
生
産
国
に
お

け
る
持
続
可
能
な
熱
帯
林
経
営
と
持
続
可
能
な
木

材
消
費
の
促
進
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

注
：
カ
メ
ル
ー
ン
、
中
央
ア
フ
リ
カ
共
和
国
、
ガ
ボ
ン
、
コ
ン
ゴ
共
和

　
　
国
及
び
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国

3

国
際
熱
帯
木
材
機
関（
I
T
T
O
：International Tropical Tim

ber 
O
rganization

）
は
、
熱
帯
林
の
持
続
可
能
な
経
営
の
促
進
と
持
続
的
か

つ
合
法
的
に
生
産
さ
れ
た
熱
帯
木
材
の
貿
易
の
発
展
を
目
的
と
す
る
国
連
条

約
体
で
す
。
I
T
T
O
は
、
1
9
8
6
年
に
設
立
さ
れ
、
横
浜
市
に
本
部
を

置
い
て
お
り
、
現
在
、
熱
帯
木
材
の
生
産
国
と
消
費
国
、
合
わ
せ
て
74
カ
国

及
び
E
U
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。

2
0
2
2
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
第
58
回
理
事
会
に
お
い
て
、
ア
フ
リ

カ
・
コ
ン
ゴ
盆
地
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
及
び
南
米
ア
マ
ゾ
ン
に
お
け
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
終
了
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

１
．
コ
ン
ゴ
盆
地
諸
国
に
お
け
る
合
法
的
・
持
続
可
能
な
木
材
の
利

用
促
進
の
た
め
の
能
力
開
発

　
①
背
景

コ
ン
ゴ
盆
地
は
、
ア
マ
ゾ
ン
に
次
ぐ
世
界
で
２
番
目
に
大
き
い
熱
帯
林
で

す
が
、
森
林
減
少
・
劣
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
2
0
2
1
年
11

月
に
英
国
で
開
催
さ
れ
た
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
26
回
締
約
国
会
合

（
C
O
P
26
）
の
期
間
中
に
行
わ
れ
た
森
林
・
土
地
利
用
分
野
の
首
脳
級
イ

ベ
ン
ト
に
お
い
て
、「
コ
ン
ゴ
盆
地
の
森
林
の
保
護
・
持
続
可
能
な
経
営
の

支
援
に
関
す
る
共
同
声
明
」が
発
出
さ
れ
ま
し
た
。
我
が
国
を
含
む
12
の
国
・

地
域
・
団
体
が
15
億
ド
ル
の
拠
出
を
表
明
し
、
同
地
域
の
森
林
保
全
の
た
め

の
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
コ
ン
ゴ
盆
地
諸
国
泫
で
は
、
熱
帯
木
材
の
生
産
に
求
め
ら
れ
る

「
合
法
で
持
続
可
能
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
（
L
S
S
C
：Legal and 

Sustainable Supply Chains

）」
分
野
に
お
け
る
人
材
や
技
術
の
不
足

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
I
T
T
O
は
同
地
域
に
お
い
て
、
中
央
ア
フ
リ

カ
森
林
環
境
研
修
機
関
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
R
I
F
F
E
A
C)

や
中
央
ア
フ

リ
カ
森
林
委
員
会
（
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｆ
Ａ
Ｃ
）
と
連
携
し
、
こ
の
課
題
に
対
処
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
活
動
を
実
施
し
、
こ
れ
ま
で
3
0
0
人
以
上
の
森
林
技

術
者
を
育
成
す
る
な
ど
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
実
績
を
踏
ま
え
、
林
野

庁
は
I
T
T
O
へ
拠
出
し
、
２
０
２
０
年
か
ら
2
0
2
2
年
ま
で
同
諸
国
に

お
け
る
L
S
S
C
に
関
す
る
能
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
し
ま
し
た
。

泫
：
カ
メ
ル
ー
ン
、
中
央
ア
フ
リ
カ
共
和
国
、
ガ
ボ
ン
、
コ
ン
ゴ
共
和
国
及
び
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国

　
②
主
な
成
果

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ド
イ
ツ
の
拠
出
に
よ
り
開
発
さ
れ
た
L
S
S
C
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
、
政
府
関
係
者
や
木
材
事
業
者
等
に
対
し
て
、
合

法
木
材
利
用
に
関
す
る
認
識
向
上
や
合
法
性
確
認
に
関
す
る
能
力
向
上
の
た

め
の
研
修
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

最
初
に
、
研
修
教
材
は
コ
ン
ゴ
盆
地
地
域
の
状
況
に
合
わ
せ
て
再
編
集
さ

れ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
同
地
域
の
関
係
者
に
よ
っ
て
検
証
・
修
正

さ
れ
ま
し
た
。
修
正
さ
れ
た
研
修
教
材
を
用
い
て
、
R
I
F
F
E
A
C
が
木

材
関
連
企
業
、
森
林
部
門
で
活
動
し
て
い
る
市
民
社
会
組
織
の
代
表
者
等
を

対
象
に
各
国
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
５
回
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
欧
米
等
の
木
材
消
費
国
に
お
け
る
合
法
木
材
に
関
す
る
法
規
制
の

知
識
や
、
G
P
S
や
バ
ー
コ
ー
ド
等
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
に
使
用
さ
れ
る

様
々
な
技
術
を
習
得
す
る
研
修
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
同
地

域
に
お
い
て
L
S
S
C
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
り
、
L
S
S
C
実
施
の
た
め

の
能
力
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
R
I
F
F
E
A
C
に
よ
り
、
中
央
ア
フ
リ
カ
諸
国
（
11
カ
国
）
へ

の
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
よ
り
多
く
の
国
で
L
S
S
C
の
普

及
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

２
．
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
及
び
ペ
ル
ー
に
お
け
る
森
林
火
災
管
理
に
係
る

能
力
構
築

外
務
省
は
、
国
際
社
会
の
関
心
を
集
め
た
ア
マ
ゾ
ン
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

大
規
模
森
林
火
災
に
対
応
す
る
た
め
、
I
T
T
O
へ
拠
出
し
、
2
0
2
1
年

か
ら
2
0
2
2
年
ま
で
、森
林
火
災
予
防
活
動
等
を
緊
急
に
支
援
し
ま
し
た
。

⑴
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
森
林
及
び
土
地
火
災
管
理
に
係
る
人
材
育
成

　
①
背
景

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
こ
れ
ま
で
野
焼
き
後
の
火
の
不
始
末
に
よ
り
壊
滅

的
な
森
林
火
災
を
引
き
起
こ
し
、
住
民
の
健
康
、
交
通
、
環
境
等
に
影
響
を

与
え
て
き
ま
し
た
。
こ
の
不
適
切
な
野
焼
き
は
繰
り
返
し
行
わ
れ
て
お
り
、

現
在
も
深
刻
な
影
響
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
は
、
人
間
活
動
に
起

因
し
て
い
る
た
め
、
火
災
の
予
防
・
拡
大
抑
制
に
は
地
域
住
民
に
よ
る
森
林

消
防
団
の
活
動
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
地
域
住
民
、

政
府
機
関
が
連
携
し
、、
火
災
の
予
防
や
管
理
に
係
る
能
力
を
強
化
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、
中
央
政
府
と
南
ス
マ
ト
ラ
、
中
部
カ
リ
マ
ン
タ
ン
、
南
カ

リ
マ
ン
タ
ン
の
３
州
を
対
象
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
②
成
果

地
域
住
民
が
野
焼
き
を
し
な
い
営
農
方
法
を
実
践
で
き
る
よ
う
、
バ
イ
オ

マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
副
産
物
を
農
地
に
利
用
す
る
方
法
や
、
木
炭
や
堆
肥
等

を
製
造
し
、
そ
れ
ら
を
農
業
へ
利
用
す
る
研
修
を
実
施
し
、
８
カ
所
に
お
い

て
実
証
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
の
森
林
消
防
団
や
消
防
署
に
防
火
服
や
携
帯
型
消
火
ポ
ン
プ

等
の
消
防
機
材
を
供
与
し
、
火
災
管
理
に
関
す
る
訓
練
を
計
17
回
実
施
し
ま

し
た
。

さ
ら
に
、
中
央
、
地
方
、
村
落
な
ど
様
々
な
レ
ベ
ル
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
、
関
係
者
の
連
携
が
図
ら
れ
た
ほ
か
、
火
災
予
防
に
関
す
る
優
良

な
政
策
の
事
例
、
専
門
家
や
学
識
経
験
者
等
が
参
加
し
た
国
際
的
な
ウ
ェ
ビ

ナ
ー
を
開
催
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
知
見
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
開
発
し
た
、
火
災
パ
ト
ロ
ー
ル
の
た
め
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
報

告
シ
ス
テ
ム
の
ア
プ
リ
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
全
土
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑵
ペ
ル
ー
に
お
け
る
森
林
火
災
予
防
及
び
対
応
能
力
の
強
化

　
①
背
景

ペ
ル
ー
で
は
、
不
適
切
で
違
法
な
火
の
使
用
や
、
そ
れ
が
環
境
及
び
人
の

健
康
に
及
ぼ
す
悪
影
響
に
つ
い
て
認
識
が
欠
如
し
て
お
り
、
大
規
模
な
森
林

火
災
が
数
多
く
発
生
し
、
広
大
な
森
林
の
喪
失
な
ど
甚
大
な
自
然
撹
乱
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
ペ
ル
ー
で
は
、
伝
統
的
な
野
焼
き
の
慣
習
が
、

本
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
中
央
政
府
、
地
方
政
府
の
ほ
か
地
域
住
民
の
森
林

火
災
の
予
防
と
管
理
に
関
す
る
能
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

ペ
ル
ー
の
５
つ
の
県
を
対
象
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
②
成
果

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
ま
ず
、
森
林
火
災
が
及
ぼ
す
悪
影
響
に
関
す
る

意
識
啓
発
活
動
、
農
林
業
廃
棄
物
の
再
利
用
方
法
の
検
討
、
火
の
適
切
な
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
が
行
わ
れ
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
て
地
域
住
民
を
対
象

と
し
た
研
修
等
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
官
民
の
関
係
者
が
連
携
し
て
、
火
災
予
防
と
火
災
へ
の
対
処
に
関

す
る
基
本
的
な
手
順
書
の
作
成
、
2
0
0
人
以
上
の
地
域
住
民
に
よ
る
消
防

団
の
結
成
、
消
防
機
材
の
供
与
と
消
防
団
へ
の
訓
練
等
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
森
林
火
災
の
発
生
地
域
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
に
有
効
な
地

理
情
報
シ
ス
テ
ム
と
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
に
よ
る
遠
隔
監
視
能
力
の
改
善

や
、
衛
星
技
術
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
に
よ
り
、
地
域
住
民
と
関
係
機
関
の
適
切
な
連
携
が
図
ら

れ
、
森
林
火
災
の
予
防
と
対
処
応
能
力
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
2
0
2
1
年
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経
済
活
動
が
低
迷
で
あ
っ

た
影
響
が
あ
っ
た
も
の
の
、
対
象
５
県
で
は
、
2
0
1
9
年
よ
り
も
火
災
の

影
響
を
受
け
た
森
林
面
積
が
減
少
し
ま
し
た
。

３
．
終
わ
り
に

今
回
ご
紹
介
し
た
よ
う
に
、
我
が
国
は
I
T
T
O
へ
の
拠
出
を
通
じ
て
、

熱
帯
木
材
生
産
国
に
お
け
る
森
林
減
少
・
劣
化
防
止
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
、
熱
帯
木
材
生
産
国
に
お
け
る
持
続
可
能
な
木
材

利
用
の
促
進
に
向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
支
援
も
実
施
し
て
い
ま
す
（「
林

野
」
2
0
2
2
年
３
月
号
に
紹
介
記
事
掲
載
）。

林
野
庁
は
、
引
き
続
き
熱
帯
木
材
生
産
国
に
お
け
る
持
続
可
能
な
熱
帯
林

経
営
と
持
続
可
能
な
木
材
消
費
の
促
進
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。



11 2023.3 No.192 林野

▶インドネシア
での消防隊の
訓練

◀ペルーでの森林
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注
：
I
T
T
O
に
つ
い
て
は

　
　
林
野
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
参
照

(https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp
/j/boutai/yunyuu/itto.htm

l)

国
際
熱
帯
木
材
機
関（
I
T
T
O：International 

Tropical Tim
ber O

rganization

）
は
、
熱

帯
林
の
持
続
可
能
な
経
営
の
促
進
と
持
続
的
か

つ
合
法
的
に
生
産
さ
れ
た
熱
帯
木
材
の
貿
易
の

発
展
を
目
的
と
す
る
国
連
条
約
体
で
す
。Ｉ
Ｔ
Ｔ

Ｏ
は
、
1
9
8
6
年
に
設
立
さ
れ
、
横
浜
市
に

本
部
を
置
い
て
お
り
、
現
在
、
熱
帯
木
材
の
生

産
国
と
消
費
国
、
合
わ
せ
て
74
カ
国
及
び
E
U

が
加
盟
し
て
い
ま
す
。

2
0
2
2
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
第
58
回
理

事
会
に
お
い
て
、
ア
フ
リ
カ
・
コ
ン
ゴ
盆
地
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
及
び
南
米
ア
マ
ゾ
ン
に
お
け
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
完
了
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

１
．
コ
ン
ゴ
盆
地
諸
国
に
お
け
る
合
法
で
持

続
可
能
な
木
材
の
利
用
促
進
の
た
め
の
能

力
開
発

　
①　
背
景

コ
ン
ゴ
盆
地
は
、
ア
マ
ゾ
ン
に
次
ぐ
世
界
で

２
番
目
に
大
き
い
熱
帯
林
で
す
が
、
森
林
減
少
・

劣
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
２
０
２

１
年
11
月
に
英
国
で
開
催
さ
れ
た
気
候
変
動
枠

組
条
約
第
26
回
締
約
国
会
合（
C
O
P
26
）
の
期

間
中
に
行
わ
れ
た
森
林
・
土
地
利
用
分
野
の
首

脳
級
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
、「
コ
ン
ゴ
盆
地
の
森

林
の
保
護
・
持
続
可
能
な
経
営
の
支
援
に
関
す

る
共
同
声
明
」
が
発
出
さ
れ
ま
し
た
。
我
が
国

を
含
む
12
の
国
・
地
域
・
団
体
が
15
億
ド
ル
の

拠
出
を
表
明
し
、
同
地
域
の
森
林
保
全
の
た
め

の
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
コ
ン
ゴ
盆
地
諸
国
泫
で
は
、
熱
帯
木

材
の
生
産
に
求
め
ら
れ
る
「
合
法
で
持
続
可
能

な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
（
L
S
S
C
：Legal 

and Sustainable Supply Chains

）」
分

野
に
お
け
る
人
材
や
知
識
の
不
足
が
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
I
T
T
O
は
同
地
域
に
お
い
て
、

中
央
ア
フ
リ
カ
森
林
環
境
研
修
機
関
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
（
R
I
F
F
E
A
C
）
や
中
央
ア
フ
リ
カ

森
林
委
員
会
（
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｆ
Ａ
Ｃ
）
と
連
携
し
、

こ
の
課
題
に
対
処
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
活
動

を
実
施
し
、
こ
れ
ま
で
3
0
0
人
以
上
の
森
林

技
術
者
を
育
成
す
る
な
ど
し
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
実
績
を
踏
ま
え
、
林
野
庁
は
I
T
T
O

へ
拠
出
し
、
２
０
２
０
年
か
ら
2
0
2
2
年
ま

で
同
諸
国
に
お
け
る
L
S
S
C
に
関
す
る
能
力

向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
し
ま
し
た
。

　
②　
主
な
成
果

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ド
イ
ツ
の
拠
出
に
よ

り
開
発
さ
れ
た
L
S
S
C
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

活
用
し
、
政
府
関
係
者
や
木
材
事
業
者
等
に
対

し
て
、
合
法
木
材
利
用
に
関
す
る
認
識
向
上
や

合
法
性
確
認
に
関
す
る
能
力
向
上
の
た
め
の
研

修
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

最
初
に
、
研
修
教
材
は
コ
ン
ゴ
盆
地
地
域
の

状
況
に
合
わ
せ
て
再
編
集
さ
れ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
通
じ
て
同
地
域
の
関
係
者
に
よ
っ
て
検

証
・
修
正
さ
れ
ま
し
た
。
修
正
さ
れ
た
研
修
教

材
を
用
い
て
、
R
I
F
F
E
A
C
が
木
材
関
連

企
業
、
森
林
部
門
で
活
動
し
て
い
る
市
民
社
会

組
織
の
代
表
者
等
を
対
象
に
各
国
で
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
５
回
開
催
し
、
欧
米
等
の
木
材
消
費

国
に
お
け
る
合
法
木
材
に
関
す
る
法
規
制
や
、Ｇ

Ｐ
Ｓ
や
バ
ー
コ
ー
ド
等
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

に
使
用
さ
れ
る
様
々
な
最
新
技
術
等
に
関
す
る

知
識
の
習
得
も
図
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

同
地
域
に
お
い
て
L
S
S
C
に
対
す
る
理
解
が

深
ま
り
、
L
S
S
C
実
施
の
た
め
の
能
力
が
強

化
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
R
I
F
F
E
A
C
に
よ
り
、
中
央
ア

フ
リ
カ
諸
国
（
11
カ
国
）
へ
の
同
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
よ
り
多
く
の
国
で
Ｌ
Ｓ

Ｓ
Ｃ
の
普
及
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

２
．
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
及
び
ペ
ル
ー
に
お
け
る

森
林
火
災
管
理
に
係
る
能
力
構
築

外
務
省
は
、
国
際
社
会
の
関
心
を
集
め
た
ア

マ
ゾ
ン
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
大
規
模
森
林
火
災

に
対
応
す
る
た
め
、
I
T
T
O
へ
拠
出
し
、

2
0
2
1
年
か
ら
2
0
2
2
年
ま
で
、
森
林
火

災
予
防
活
動
等
を
緊
急
に
支
援
し
ま
し
た
。

⑴
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
森
林
及
び
土
地
火

災
管
理
に
係
る
人
材
育
成

　
①　
背
景

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
こ
れ
ま
で
野
焼
き
後

の
火
の
不
始
末
に
よ
り
壊
滅
的
な
森
林
火
災
を

引
き
起
こ
し
、
住
民
の
健
康
、
交
通
、
環
境
等

に
影
響
を
与
え
て
き
ま
し
た
。
こ
の
不
適
切
な

野
焼
き
は
繰
り
返
さ
れ
て
お
り
、
現
在
も
深
刻

な
影
響
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
は
、

人
間
活
動
に
起
因
し
て
い
る
た
め
、
火
災
の
予

防
・
拡
大
抑
制
に
は
地
域
住
民
に
よ
る
森
林
消

防
団
の
活
動
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
地
域
住
民
、
政
府
機
関
が
連
携
し
、

火
災
の
予
防
や
管
理
に
係
る
能
力
を
強
化
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、
中
央
政
府
と
南
ス
マ
ト
ラ
、

中
部
カ
リ
マ
ン
タ
ン
、
南
カ
リ
マ
ン
タ
ン
の
３

州
を
対
象
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
②　
成
果

地
域
住
民
が
野
焼
き
を
し
な
い
営
農
方
法
を

実
践
で
き
る
よ
う
、
農
地
の
整
地
作
業
等
に
よ

り
生
じ
る
枝
条
等
の
代
替
利
用
方
法
や
、
木
炭

や
堆
肥
等
を
製
造
し
、
そ
れ
ら
の
農
業
利
用
を

推
進
す
る
研
修
を
実
施
し
、
８
カ
所
に
お
い
て

実
証
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
の
森
林
消
防
団
や
消
防
署
に
防

火
服
や
携
帯
型
消
火
ポ
ン
プ
等
の
消
防
機
材
を

供
与
し
、
火
災
管
理
に
関
す
る
訓
練
を
計
17
回

実
施
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
中
央
、
地
方
、
村
落
な
ど
様
々
な

レ
ベ
ル
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
関
係

者
の
連
携
が
図
ら
れ
た
ほ
か
、
火
災
予
防
に
関

す
る
優
良
な
政
策
の
事
例
、
専
門
家
や
学
識
経

験
者
等
が
参
加
し
た
国
際
的
な
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
を

開
催
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
知
見
が
共
有
さ

れ
ま
し
た
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
開
発
し
た
、

火
災
パ
ト
ロ
ー
ル
の
た
め
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・

報
告
シ
ス
テ
ム
の
ア
プ
リ
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

全
土
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑵
ペ
ル
ー
に
お
け
る
森
林
火
災
予
防
及
び
対
応

能
力
の
強
化

　
①　
背
景

ペ
ル
ー
で
は
、
不
適
切
で
違
法
な
火
の
使
用

や
、
そ
れ
が
環
境
及
び
人
の
健
康
に
及
ぼ
す
悪

影
響
に
つ
い
て
認
識
が
欠
如
し
て
お
り
、
大
規

模
な
森
林
火
災
が
数
多
く
発
生
し
、
広
大
な
森

林
の
喪
失
な
ど
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、

ペ
ル
ー
で
は
、
伝
統
的
な
野
焼
き
の
慣
習
が
、

こ
の
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
中
央
政
府
、
地
方
政

府
の
ほ
か
地
域
住
民
の
森
林
火
災
の
予
防
と
管

理
に
関
す
る
能
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
ペ
ル
ー
の
５
つ
の
県
を
対
象
に
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　
②　
成
果

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
ま
ず
、
森
林
火
災

が
及
ぼ
す
悪
影
響
に
関
す
る
意
識
啓
発
活
動
、

農
林
業
廃
棄
物
の
再
利
用
方
法
の
検
討
及
び
適

切
な
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
が
行
わ
れ
、
こ

れ
ら
を
活
用
し
て
地
域
住
民
を
対
象
と
し
た
研

修
等
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
官
民
の
関
係
者
が
連
携
し
て
、
火
災

の
予
防
と
対
処
に
関
す
る
基
本
的
な
手
順
書
の

作
成
、
２
０
０
人
以
上
の
地
域
住
民
に
よ
る
消

防
団
の
結
成
、
消
防
機
材
の
供
与
と
消
防
団
へ

の
訓
練
等
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
森
林
火
災
の
発
生
地
域
を
早
期
に

発
見
す
る
た
め
に
有
効
な
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム

と
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
に
よ
る
遠
隔
監
視
能

力
の
改
善
や
、
衛
星
技
術
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
に
よ
り
、
地
域
住
民
と
関
係

機
関
の
適
切
な
連
携
が
図
ら
れ
、
森
林
火
災
の

予
防
と
対
処
能
力
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
2
0
2
1
年
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
経
済
活
動
が
低
迷
で
あ
っ
た
影
響
が
あ
っ
た

も
の
の
、
５
県
で
は
、
2
0
1
9
年
よ
り
も
火

災
の
影
響
を
受
け
た
森
林
面
積
が
減
少
し
ま
し

た
。

３
．
終
わ
り
に

今
回
ご
紹
介
し
た
よ
う
に
、
我
が
国
は
Ｉ
Ｔ

T
O
へ
の
拠
出
を
通
じ
て
、
熱
帯
木
材
生
産
国
に

お
け
る
森
林
減
少
・
劣
化
防
止
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
、
熱
帯
木
材
生
産

国
に
お
け
る
持
続
可
能
な
木
材
利
用
の
促
進
に
向

け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
支
援
も
実
施
し
て
い
ま

す
（「
林
野
」
2
0
2
2
年
３
月
号
に
紹
介
記
事

掲
載
）。

林
野
庁
は
、
引
き
続
き
熱
帯
木
材
生
産
国
に
お

け
る
持
続
可
能
な
熱
帯
林
経
営
と
持
続
可
能
な
木

材
消
費
の
促
進
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

国
際
熱
帯
木
材
機
関（
I
T
T
O
：International Tropical Tim

ber 
O
rganization

）
は
、
熱
帯
林
の
持
続
可
能
な
経
営
の
促
進
と
持
続
的
か

つ
合
法
的
に
生
産
さ
れ
た
熱
帯
木
材
の
貿
易
の
発
展
を
目
的
と
す
る
国
連
条

約
体
で
す
。
I
T
T
O
は
、
1
9
8
6
年
に
設
立
さ
れ
、
横
浜
市
に
本
部
を

置
い
て
お
り
、
現
在
、
熱
帯
木
材
の
生
産
国
と
消
費
国
、
合
わ
せ
て
74
カ
国

及
び
E
U
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。

2
0
2
2
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
第
58
回
理
事
会
に
お
い
て
、
ア
フ
リ

カ
・
コ
ン
ゴ
盆
地
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
及
び
南
米
ア
マ
ゾ
ン
に
お
け
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
終
了
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

１
．
コ
ン
ゴ
盆
地
諸
国
に
お
け
る
合
法
的
・
持
続
可
能
な
木
材
の
利

用
促
進
の
た
め
の
能
力
開
発

　
①
背
景

コ
ン
ゴ
盆
地
は
、
ア
マ
ゾ
ン
に
次
ぐ
世
界
で
２
番
目
に
大
き
い
熱
帯
林
で

す
が
、
森
林
減
少
・
劣
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
2
0
2
1
年
11

月
に
英
国
で
開
催
さ
れ
た
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
26
回
締
約
国
会
合

（
C
O
P
26
）
の
期
間
中
に
行
わ
れ
た
森
林
・
土
地
利
用
分
野
の
首
脳
級
イ

ベ
ン
ト
に
お
い
て
、「
コ
ン
ゴ
盆
地
の
森
林
の
保
護
・
持
続
可
能
な
経
営
の

支
援
に
関
す
る
共
同
声
明
」が
発
出
さ
れ
ま
し
た
。
我
が
国
を
含
む
12
の
国
・

地
域
・
団
体
が
15
億
ド
ル
の
拠
出
を
表
明
し
、
同
地
域
の
森
林
保
全
の
た
め

の
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
コ
ン
ゴ
盆
地
諸
国
泫
で
は
、
熱
帯
木
材
の
生
産
に
求
め
ら
れ
る

「
合
法
で
持
続
可
能
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
（
L
S
S
C
：Legal and 

Sustainable Supply Chains

）」
分
野
に
お
け
る
人
材
や
技
術
の
不
足

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
I
T
T
O
は
同
地
域
に
お
い
て
、
中
央
ア
フ
リ

カ
森
林
環
境
研
修
機
関
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
R
I
F
F
E
A
C)

や
中
央
ア
フ

リ
カ
森
林
委
員
会
（
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｆ
Ａ
Ｃ
）
と
連
携
し
、
こ
の
課
題
に
対
処
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
活
動
を
実
施
し
、
こ
れ
ま
で
3
0
0
人
以
上
の
森
林
技

術
者
を
育
成
す
る
な
ど
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
実
績
を
踏
ま
え
、
林
野

庁
は
I
T
T
O
へ
拠
出
し
、
２
０
２
０
年
か
ら
2
0
2
2
年
ま
で
同
諸
国
に

お
け
る
L
S
S
C
に
関
す
る
能
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
し
ま
し
た
。

泫
：
カ
メ
ル
ー
ン
、
中
央
ア
フ
リ
カ
共
和
国
、
ガ
ボ
ン
、
コ
ン
ゴ
共
和
国
及
び
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国

　
②
主
な
成
果

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ド
イ
ツ
の
拠
出
に
よ
り
開
発
さ
れ
た
L
S
S
C
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
、
政
府
関
係
者
や
木
材
事
業
者
等
に
対
し
て
、
合

法
木
材
利
用
に
関
す
る
認
識
向
上
や
合
法
性
確
認
に
関
す
る
能
力
向
上
の
た

め
の
研
修
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

最
初
に
、
研
修
教
材
は
コ
ン
ゴ
盆
地
地
域
の
状
況
に
合
わ
せ
て
再
編
集
さ

れ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
同
地
域
の
関
係
者
に
よ
っ
て
検
証
・
修
正

さ
れ
ま
し
た
。
修
正
さ
れ
た
研
修
教
材
を
用
い
て
、
R
I
F
F
E
A
C
が
木

材
関
連
企
業
、
森
林
部
門
で
活
動
し
て
い
る
市
民
社
会
組
織
の
代
表
者
等
を

対
象
に
各
国
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
５
回
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
欧
米
等
の
木
材
消
費
国
に
お
け
る
合
法
木
材
に
関
す
る
法
規
制
の

知
識
や
、
G
P
S
や
バ
ー
コ
ー
ド
等
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
に
使
用
さ
れ
る

様
々
な
技
術
を
習
得
す
る
研
修
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
同
地

域
に
お
い
て
L
S
S
C
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
り
、
L
S
S
C
実
施
の
た
め

の
能
力
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
R
I
F
F
E
A
C
に
よ
り
、
中
央
ア
フ
リ
カ
諸
国
（
11
カ
国
）
へ

の
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
よ
り
多
く
の
国
で
L
S
S
C
の
普

及
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

２
．
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
及
び
ペ
ル
ー
に
お
け
る
森
林
火
災
管
理
に
係
る

能
力
構
築

外
務
省
は
、
国
際
社
会
の
関
心
を
集
め
た
ア
マ
ゾ
ン
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

大
規
模
森
林
火
災
に
対
応
す
る
た
め
、
I
T
T
O
へ
拠
出
し
、
2
0
2
1
年

か
ら
2
0
2
2
年
ま
で
、森
林
火
災
予
防
活
動
等
を
緊
急
に
支
援
し
ま
し
た
。

⑴
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
森
林
及
び
土
地
火
災
管
理
に
係
る
人
材
育
成

　
①
背
景

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
こ
れ
ま
で
野
焼
き
後
の
火
の
不
始
末
に
よ
り
壊
滅

的
な
森
林
火
災
を
引
き
起
こ
し
、
住
民
の
健
康
、
交
通
、
環
境
等
に
影
響
を

与
え
て
き
ま
し
た
。
こ
の
不
適
切
な
野
焼
き
は
繰
り
返
し
行
わ
れ
て
お
り
、

現
在
も
深
刻
な
影
響
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
は
、
人
間
活
動
に
起

因
し
て
い
る
た
め
、
火
災
の
予
防
・
拡
大
抑
制
に
は
地
域
住
民
に
よ
る
森
林

消
防
団
の
活
動
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
地
域
住
民
、

政
府
機
関
が
連
携
し
、、
火
災
の
予
防
や
管
理
に
係
る
能
力
を
強
化
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、
中
央
政
府
と
南
ス
マ
ト
ラ
、
中
部
カ
リ
マ
ン
タ
ン
、
南
カ

リ
マ
ン
タ
ン
の
３
州
を
対
象
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
②
成
果

地
域
住
民
が
野
焼
き
を
し
な
い
営
農
方
法
を
実
践
で
き
る
よ
う
、
バ
イ
オ

マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
副
産
物
を
農
地
に
利
用
す
る
方
法
や
、
木
炭
や
堆
肥
等

を
製
造
し
、
そ
れ
ら
を
農
業
へ
利
用
す
る
研
修
を
実
施
し
、
８
カ
所
に
お
い

て
実
証
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
の
森
林
消
防
団
や
消
防
署
に
防
火
服
や
携
帯
型
消
火
ポ
ン
プ

等
の
消
防
機
材
を
供
与
し
、
火
災
管
理
に
関
す
る
訓
練
を
計
17
回
実
施
し
ま

し
た
。

さ
ら
に
、
中
央
、
地
方
、
村
落
な
ど
様
々
な
レ
ベ
ル
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
、
関
係
者
の
連
携
が
図
ら
れ
た
ほ
か
、
火
災
予
防
に
関
す
る
優
良

な
政
策
の
事
例
、
専
門
家
や
学
識
経
験
者
等
が
参
加
し
た
国
際
的
な
ウ
ェ
ビ

ナ
ー
を
開
催
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
知
見
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
開
発
し
た
、
火
災
パ
ト
ロ
ー
ル
の
た
め
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
報

告
シ
ス
テ
ム
の
ア
プ
リ
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
全
土
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑵
ペ
ル
ー
に
お
け
る
森
林
火
災
予
防
及
び
対
応
能
力
の
強
化

　
①
背
景

ペ
ル
ー
で
は
、
不
適
切
で
違
法
な
火
の
使
用
や
、
そ
れ
が
環
境
及
び
人
の

健
康
に
及
ぼ
す
悪
影
響
に
つ
い
て
認
識
が
欠
如
し
て
お
り
、
大
規
模
な
森
林

火
災
が
数
多
く
発
生
し
、
広
大
な
森
林
の
喪
失
な
ど
甚
大
な
自
然
撹
乱
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
ペ
ル
ー
で
は
、
伝
統
的
な
野
焼
き
の
慣
習
が
、

本
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
中
央
政
府
、
地
方
政
府
の
ほ
か
地
域
住
民
の
森
林

火
災
の
予
防
と
管
理
に
関
す
る
能
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

ペ
ル
ー
の
５
つ
の
県
を
対
象
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
②
成
果

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
ま
ず
、
森
林
火
災
が
及
ぼ
す
悪
影
響
に
関
す
る

意
識
啓
発
活
動
、
農
林
業
廃
棄
物
の
再
利
用
方
法
の
検
討
、
火
の
適
切
な
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
が
行
わ
れ
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
て
地
域
住
民
を
対
象

と
し
た
研
修
等
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
官
民
の
関
係
者
が
連
携
し
て
、
火
災
予
防
と
火
災
へ
の
対
処
に
関

す
る
基
本
的
な
手
順
書
の
作
成
、
2
0
0
人
以
上
の
地
域
住
民
に
よ
る
消
防

団
の
結
成
、
消
防
機
材
の
供
与
と
消
防
団
へ
の
訓
練
等
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
森
林
火
災
の
発
生
地
域
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
に
有
効
な
地

理
情
報
シ
ス
テ
ム
と
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
に
よ
る
遠
隔
監
視
能
力
の
改
善

や
、
衛
星
技
術
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
に
よ
り
、
地
域
住
民
と
関
係
機
関
の
適
切
な
連
携
が
図
ら

れ
、
森
林
火
災
の
予
防
と
対
処
応
能
力
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
2
0
2
1
年
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経
済
活
動
が
低
迷
で
あ
っ

た
影
響
が
あ
っ
た
も
の
の
、
対
象
５
県
で
は
、
2
0
1
9
年
よ
り
も
火
災
の

影
響
を
受
け
た
森
林
面
積
が
減
少
し
ま
し
た
。

３
．
終
わ
り
に

今
回
ご
紹
介
し
た
よ
う
に
、
我
が
国
は
I
T
T
O
へ
の
拠
出
を
通
じ
て
、

熱
帯
木
材
生
産
国
に
お
け
る
森
林
減
少
・
劣
化
防
止
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
、
熱
帯
木
材
生
産
国
に
お
け
る
持
続
可
能
な
木
材

利
用
の
促
進
に
向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
支
援
も
実
施
し
て
い
ま
す
（「
林

野
」
2
0
2
2
年
３
月
号
に
紹
介
記
事
掲
載
）。

林
野
庁
は
、
引
き
続
き
熱
帯
木
材
生
産
国
に
お
け
る
持
続
可
能
な
熱
帯
林

経
営
と
持
続
可
能
な
木
材
消
費
の
促
進
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。



奈
良
県
田
原
本
町       

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
取
組

     

〜
地
球
を
潤
す
森
林
環
境
保
全
へ
の
プ
ロ
セ
ス
〜

「
上
下
流
連
携
に
よ
る
木
材
利
用
等

　  

促
進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」に
よ
る
自
治
体
間
連
携 Vol.

12
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１　

 

は
じ
め
に

奈
良
県
は
、
約
28
万
4
千
ha
の
森
林
面

積
を
有
し
、
県
域
面
積
の
77
%
が
森
林
で

す
。
特
に
吉
野
川
上
流
地
域
は
「
吉
野
林

業
地
域
」
と
称
さ
れ
、
我
が
国
有
数
の
優

良
材
生
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、

県
北
西
部
に
は
、
起
伏
の
少
な
い
肥
よ
く

な
平
野
（
大
和
平
野
）
が
広
が
っ
て
お
り
、

奈
良
県
全
体
と
し
て
は
、
平
野
部
か
ら
山

岳
・
森
林
地
帯
ま
で
、
多
様
な
地
形
を
有

し
て
い
ま
す
。

本
町
が
事
務
局
を
担
う
「
上
下
流
連
携

に
よ
る
木
材
利
用
等
促
進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
（
共
同
事
業
体
）」（
以
下
、「
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
」）は
、木
材
利
用
の
観
点
か
ら
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
上
の
川
上
に
当
た
る

吉
野
郡
3
町
8
村
（
以
下
、「
協
力
団
体
」）

と
2
つ
の
関
連
組
合
連
合
会
（
以
下
、「
協

力
関
係
団
体
」）、
川
下
に
当
た
る
平
野
部

2
市
3
町
（
以
下
、「
活
用
団
体
」）
が
連

携
す
る
枠
組
み
で
す
。令
和
３
年
５
月
に
、

森
林
環
境
譲
与
税
の
効
果
的
な
活
用
手
法

や
具
体
の
取
組
を
検
討
す
る
た
め
に
設
立

し
ま
し
た
。

３　
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
仕
組
み

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
は
、
活
用
団
体
が

協
力
団
体
に
「
木
材
製
品
の
購
入
や
市
民

が
森
林
に
ふ
れ
あ
う
フ
ィ
ー
ル
ド
の
提
供

等
の
相
談
」
を
行
い
、
協
力
団
体
が
、
協

力
関
係
団
体
と
連
携
し
て
、「
事
業
者
の

斡
旋
や
森
林
資
源
の
活
用
等
の
支
援
」
を

行
い
ま
す
。

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
利
点
と
し
て
、
活

用
団
体
に
と
っ
て
は
、「
森
林
環
境
譲
与

税
の
活
用
の
選
択
肢
の
増
加
」
や
「
専
門

的
知
見
を
有
す
る
協
力
団
体
等
に
気
軽
に

相
談
で
き
、
提
示
し
た
条
件
に
応
じ
た
提

案
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
」
こ
と
な
ど

で
す
。
ま
た
、
協
力
団
体
及
び
協
力
関
係

団
体
に
と
っ
て
は
、
国
産
材
の
利
用
促
進

や
雇
用
創
出
な
ど
を
含
む
広
い
意
味
で
の

森
林
環
境
の
維
持
に
繋
が
る
」こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
に
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
、
活

用
団
体
と
、
協
力
団
体
及
び
協
力
関
係

団
体
の
両
者
に
と
っ
て
利
点
の
あ
る
ス

キ
ー
ム
で
あ
る
と
同
時
に
、
社
会
的
な

イ
ン
パ
ク
ト
も
あ
る
取
組
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

を
行
い
、「
奈
良
県
森
林
認
証
C
O
²
吸

収
量
認
証
制
度
」
に
よ
り
森
林
吸
収
量

1
・
41
ｔ
‐
C
O
²
の
認
証
書
を
県
か
ら

受
け
と
り
ま
し
た
。

2
つ
目
は
、
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
事

業
に
よ
り
本
町
が
整
備
し
た
場
所
を
活
用

し
た
環
境
教
育
の
実
施
で
す
。
そ
の
場
所

を
「
た
わ
ら
も
と
の
森
」
と
し
、
本
町
の

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
、
間
伐
見
学
や
木

を
切
る
体
験
を
行
い
、
19
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

3
つ
目
は
、
川
上
村
有
林
の
整
備
に
よ

り
発
生
し
た
間
伐
材
の
有
効
活
用
で
す
。

間
伐
材
を
使
っ
た
マ
グ
ネ
ッ
ト
バ
ー
を
作

製
し
て
、
本
町
の
イ
ベ
ン
ト
等
で
住
民
に

配
布
し
て
お
り
、
森
林
整
備
へ
の
理
解
の

醸
成
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

５　
お
わ
り
に

本
町
は
、
令
和
3
年
7
月
に
「
田
原
本

町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
を
し
て

お
り
、
今
後
も
そ
の
実
現
に
向
け
て
、
地

方
公
共
団
体
間
で
の
連
携
の
取
組
を
一
層

加
速
さ
せ
て
い
く
考
え
で
す
。
そ
の
一
環

と
し
て
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
通
じ
て
協

力
団
体
の
森
林
の
有
す
る
公
益
的
機
能
の

維
持
増
進
に
尽
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

４　
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
活
用
し

　
た
本
町
の
取
組

本
町
は
、
令
和
４
年
２
月
に
、「
川
上

村
と
の
森
林
整
備
等
の
実
施
に
関
す
る
連

携
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。
同
協
定
は
、

本
町
が
川
上
村
所
有
の
森
林
の
整
備
や
そ

の
森
林
を
活
用
し
た
付
帯
事
業
を
実
施
す

る
こ
と
に
関
し
て
、
相
互
に
連
携
・
協
力

す
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
二

酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
森
林
整
備
に
よ
る

吸
収
量
で
相
殺
さ
せ
る
「
カ
ー
ボ
ン
オ
フ

セ
ッ
ト
事
業
」
や
、
本
町
民
が
川
上
村
を

訪
れ
て
森
林
環
境
に
関
す
る
理
解
を
深

め
る
取
組
、
間
伐
材
で
加
工
し
た
木
製

品
を
提
供
し
て
も
ら
う
取
組
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

川
上
村
は
、
村
の
面
積
約
2
万
7
千
ha

の
約
95
％
を
森
林
が
占
め
る
自
然
豊
か
な

村
で
、
生
活
用
水
や
農
業
用
水
と
い
っ
た

「
水
」
を
通
じ
て
、
本
町
と
深
い
関
係
を

有
し
て
い
ま
す
。
本
町
に
流
入
す
る
「
水
」

の
源
で
あ
る
川
上
村
の
森
林
が
適
切
に
維

持
管
理
さ
れ
る
こ
と
は
、
本
町
住
民
に
と

っ
て
の
利
益
と
も
な
り
ま
す
。

令
和
4
年
度
は
、
本
町
の
森
林
環
境
譲

与
税
を
活
用
し
て
、
川
上
村
で
、
以
下
の

3
つ
の
事
業
を
展
開
し
ま
し
た
。

1
つ
目
は
、
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
事

業
で
す
。
川
上
村
有
林
0
・
3
ha
の
整
備 ▲コンソーシアムの各団体の関係

▲コンソーシアムの各団体のマトリクス

：活用団体

：協力団体に属する団体

２　

 

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
設
立
に
至

　
っ
た
背
景

奈
良
県
平
野
部
に
位
置
す
る
活
用
団
体

で
は
、
地
域
に
森
林
が
少
な
い
た
め
に
譲

与
税
の
使
途
の
選
択
肢
が
限
定
的
で
、
効

果
的
な
活
用
手
法
を
相
談
で
き
る
場
も
存

在
し
な
い
の
が
課
題
で
し
た
。

一
方
、協
力
団
体
と
協
力
関
係
団
体
は
、

広
大
な
森
林
を
有
す
る
も
の
の
、
林
業
従

事
者
の
減
少
な
ど
に
よ
り
森
林
整
備
が
十

分
に
は
進
ま
ず
、
森
林
資
源
を
活
か
し

き
れ
て
い
な
い
の
が
課
題
で
し
た
。

両
者
を
結
び
付
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課

題
の
解
決
を
図
る
ス
キ
ー
ム
と
し
て
設
立

し
た
の
が
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
す
。

大和高田市
橿原市

川西町

三宅町 田原本町

吉野郡町村会（3町8村）

奈良県森林組合連合会
奈良県木材協同組合連合会

連携

活用団体

事業者斡旋や
森林資源活用
等支援

木材製品の購入や市民
が森林にふれあうフィ
ールドの提供等の相談

協力関係団体

協力団体

活
用
団
体

 協力団体に同じ。

課題
課題解決の方向性

（コンソーシアムの取組）
想定される効果

（メリット）









（１）





（２）

 協力団体に同じ。 （２）

森林環境譲与税の活用
に係る選択肢の増加。

地域に森林が少なく、森
林環境譲与税の活用に
係る選択肢が限定的。

広大な森林を有している
が、林業従事者の減少な
どにより、森林環境を維持
することが困難な状況。

森林資源を活かしきれ
ていない。

活用手法を気軽に相談
できる相手もなかなかい
ない。

専門的知見を有する協力
団体等に気軽にアクセス
でき、ニーズに対して提案
を受けることもできる。

林業に関する消費を喚起
することができ、雇用創
出などを含む広い意味で
の森林環境の維持に繋
がる。

協力関係団体と連携し、
活用団体のニーズを踏ま
えた提案

協力団体と連携し、活用
団体のニーズを踏まえた
提案

協力団体等への、ニーズ
を踏まえた相談の実施

協
力
団
体

協
力
関
係

団
体

川西町

三宅町
田原本町

大和高田市 東吉野村吉野町
大淀町
下市町

川上村

上北山村

天川村

黒滝村

下北山村十津川村

野迫川村

橿原市
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は
じ
め
に

奈
良
県
は
、
約
28
万
4
千
ha
の
森
林
面

積
を
有
し
、
県
域
面
積
の
77
%
が
森
林
で

す
。
特
に
吉
野
川
上
流
地
域
は
「
吉
野
林

業
地
域
」
と
称
さ
れ
、
我
が
国
有
数
の
優

良
材
生
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、

県
北
西
部
に
は
、
起
伏
の
少
な
い
肥
よ
く

な
平
野
（
大
和
平
野
）
が
広
が
っ
て
お
り
、

奈
良
県
全
体
と
し
て
は
、
平
野
部
か
ら
山

岳
・
森
林
地
帯
ま
で
、
多
様
な
地
形
を
有

し
て
い
ま
す
。

本
町
が
事
務
局
を
担
う
「
上
下
流
連
携

に
よ
る
木
材
利
用
等
促
進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
（
共
同
事
業
体
）」（
以
下
、「
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
」）は
、木
材
利
用
の
観
点
か
ら
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
上
の
川
上
に
当
た
る

吉
野
郡
3
町
8
村
（
以
下
、「
協
力
団
体
」）

と
2
つ
の
関
連
組
合
連
合
会
（
以
下
、「
協

力
関
係
団
体
」）、
川
下
に
当
た
る
平
野
部

2
市
3
町
（
以
下
、「
活
用
団
体
」）
が
連

携
す
る
枠
組
み
で
す
。令
和
３
年
５
月
に
、

森
林
環
境
譲
与
税
の
効
果
的
な
活
用
手
法

や
具
体
の
取
組
を
検
討
す
る
た
め
に
設
立

し
ま
し
た
。

３　
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
仕
組
み

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
は
、
活
用
団
体
が

協
力
団
体
に
「
木
材
製
品
の
購
入
や
市
民

が
森
林
に
ふ
れ
あ
う
フ
ィ
ー
ル
ド
の
提
供

等
の
相
談
」
を
行
い
、
協
力
団
体
が
、
協

力
関
係
団
体
と
連
携
し
て
、「
事
業
者
の

斡
旋
や
森
林
資
源
の
活
用
等
の
支
援
」
を

行
い
ま
す
。

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
利
点
と
し
て
、
活

用
団
体
に
と
っ
て
は
、「
森
林
環
境
譲
与

税
の
活
用
の
選
択
肢
の
増
加
」
や
「
専
門

的
知
見
を
有
す
る
協
力
団
体
等
に
気
軽
に

相
談
で
き
、
提
示
し
た
条
件
に
応
じ
た
提

案
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
」
こ
と
な
ど

で
す
。
ま
た
、
協
力
団
体
及
び
協
力
関
係

団
体
に
と
っ
て
は
、
国
産
材
の
利
用
促
進

や
雇
用
創
出
な
ど
を
含
む
広
い
意
味
で
の

森
林
環
境
の
維
持
に
繋
が
る
」こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
に
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
、
活

用
団
体
と
、
協
力
団
体
及
び
協
力
関
係

団
体
の
両
者
に
と
っ
て
利
点
の
あ
る
ス

キ
ー
ム
で
あ
る
と
同
時
に
、
社
会
的
な

イ
ン
パ
ク
ト
も
あ
る
取
組
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

を
行
い
、「
奈
良
県
森
林
認
証
C
O
²
吸

収
量
認
証
制
度
」
に
よ
り
森
林
吸
収
量

1
・
41
ｔ
‐
C
O
²
の
認
証
書
を
県
か
ら

受
け
と
り
ま
し
た
。

2
つ
目
は
、
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
事

業
に
よ
り
本
町
が
整
備
し
た
場
所
を
活
用

し
た
環
境
教
育
の
実
施
で
す
。
そ
の
場
所

を
「
た
わ
ら
も
と
の
森
」
と
し
、
本
町
の

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
、
間
伐
見
学
や
木

を
切
る
体
験
を
行
い
、
19
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

3
つ
目
は
、
川
上
村
有
林
の
整
備
に
よ

り
発
生
し
た
間
伐
材
の
有
効
活
用
で
す
。

間
伐
材
を
使
っ
た
マ
グ
ネ
ッ
ト
バ
ー
を
作

製
し
て
、
本
町
の
イ
ベ
ン
ト
等
で
住
民
に

配
布
し
て
お
り
、
森
林
整
備
へ
の
理
解
の

醸
成
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

５　
お
わ
り
に

本
町
は
、
令
和
3
年
7
月
に
「
田
原
本

町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
を
し
て

お
り
、
今
後
も
そ
の
実
現
に
向
け
て
、
地

方
公
共
団
体
間
で
の
連
携
の
取
組
を
一
層

加
速
さ
せ
て
い
く
考
え
で
す
。
そ
の
一
環

と
し
て
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
通
じ
て
協

力
団
体
の
森
林
の
有
す
る
公
益
的
機
能
の

維
持
増
進
に
尽
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

４　
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
活
用
し

　
た
本
町
の
取
組

本
町
は
、
令
和
４
年
２
月
に
、「
川
上

村
と
の
森
林
整
備
等
の
実
施
に
関
す
る
連

携
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。
同
協
定
は
、

本
町
が
川
上
村
所
有
の
森
林
の
整
備
や
そ

の
森
林
を
活
用
し
た
付
帯
事
業
を
実
施
す

る
こ
と
に
関
し
て
、
相
互
に
連
携
・
協
力

す
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
二

酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
森
林
整
備
に
よ
る

吸
収
量
で
相
殺
さ
せ
る
「
カ
ー
ボ
ン
オ
フ

セ
ッ
ト
事
業
」
や
、
本
町
民
が
川
上
村
を

訪
れ
て
森
林
環
境
に
関
す
る
理
解
を
深

め
る
取
組
、
間
伐
材
で
加
工
し
た
木
製

品
を
提
供
し
て
も
ら
う
取
組
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

川
上
村
は
、
村
の
面
積
約
2
万
7
千
ha

の
約
95
％
を
森
林
が
占
め
る
自
然
豊
か
な

村
で
、
生
活
用
水
や
農
業
用
水
と
い
っ
た

「
水
」
を
通
じ
て
、
本
町
と
深
い
関
係
を

有
し
て
い
ま
す
。
本
町
に
流
入
す
る
「
水
」

の
源
で
あ
る
川
上
村
の
森
林
が
適
切
に
維

持
管
理
さ
れ
る
こ
と
は
、
本
町
住
民
に
と

っ
て
の
利
益
と
も
な
り
ま
す
。

令
和
4
年
度
は
、
本
町
の
森
林
環
境
譲

与
税
を
活
用
し
て
、
川
上
村
で
、
以
下
の

3
つ
の
事
業
を
展
開
し
ま
し
た
。

1
つ
目
は
、
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
事

業
で
す
。
川
上
村
有
林
0
・
3
ha
の
整
備

▲マグネットバー

▲森林環境学習

２　

 

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
設
立
に
至

　
っ
た
背
景

奈
良
県
平
野
部
に
位
置
す
る
活
用
団
体

で
は
、
地
域
に
森
林
が
少
な
い
た
め
に
譲

与
税
の
使
途
の
選
択
肢
が
限
定
的
で
、
効

果
的
な
活
用
手
法
を
相
談
で
き
る
場
も
存

在
し
な
い
の
が
課
題
で
し
た
。

一
方
、協
力
団
体
と
協
力
関
係
団
体
は
、

広
大
な
森
林
を
有
す
る
も
の
の
、
林
業
従

事
者
の
減
少
な
ど
に
よ
り
森
林
整
備
が
十

分
に
は
進
ま
ず
、
森
林
資
源
を
活
か
し

き
れ
て
い
な
い
の
が
課
題
で
し
た
。

両
者
を
結
び
付
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課

題
の
解
決
を
図
る
ス
キ
ー
ム
と
し
て
設
立

し
た
の
が
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
す
。
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年
間
に
さ
ら
に
努
力
を
続
け
、
森
林
を
増

や
す
こ
と
で
、
生
態
系
そ
の
も
の
を
回
復

さ
せ
、
農
業
、
畜
産
業
、
そ
し
て
生
き
る

た
め
に
必
要
な
水
を
取
り
戻
そ
う
と
し
て

い
ま
す
。

私
は
、
国
際
協
力
機
構
（
J
I
C
A
）

が
ケ
ニ
ア
共
和
国
で
開
始
し
た
「
持
続
的

森
林
管
理
・
景
観
回
復
に
よ
る
森
林
セ
ク

タ
ー
強
化
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
気
候
変

動
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
、

2
0
2
2
年
3
月
か
ら
森
林
政
策
・
普
及

専
門
家
と
し
て
従
事
し
て
い
ま
す
。
本
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
ケ
ニ
ア
の
環
境
気
候

変
動
森
林
省
、
ケ
ニ
ア
森
林
公
社
、
ケ
ニ

ア
森
林
研
究
所
と
協
力
し
、
森
林
政
策
、

商
業
植
林
（
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
・
フ
ォ
レ
ス

ト
リ
ー
）、
林
木
育
種
、
地
域
協
力
の
４

分
野
の
技
術
協
力
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、
国
家
森

林
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
確
立
、
グ

リ
ー
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
機
会
を
活
用
し

た
森
林
カ
ー
ボ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
提

案
、
政
策
立
案
な
ど
の
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
コ
ン
ポ
ー

ネ
ン
ト
の
活
動
で
は
、
同
じ
く
ケ
ニ
ア
で

行
わ
れ
て
い
る
J
I
C
A
「
食
料
安
全
保

障
と
栄
養
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
共
同

で
、
バ
オ
バ
ブ
と
メ
リ
ア
を
用
い
た
学
校

給
食
・
植
林
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
始
し
て
い

ま
す
。
バ
オ
バ
ブ
の
葉
は
栄
養
価
が
高
い

　
　
か
つ
て
緑
だ
っ
た
ア
フ
リ
カ
の
大
地
を

　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
再
び
豊
か
な
森
に
す
る

　
　
か
つ
て
緑
だ
っ
た
ア
フ
リ
カ
の
大
地
を

　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
再
び
豊
か
な
森
に
す
る

国際協力機構（JICA）・ケニア
持続的森林管理・景観回復による
森林セクター強化及びコミュニティの
気候変動レジリエンスプロジェクト
長期専門家
井上　泰子

シリーズ

海
外・現
場
最
前
線
か
ら
の
お
便
り
海
外
で
活
躍
す
る
林
野
庁
職
員
の
近
況
を

シ
リ
ー
ズ
で
報
告
し
ま
す

倒れるシマウマ1写真

た
め
、
子
ど
も
た
ち
の
栄
養
改
善
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
、
メ
リ
ア
の
木
材
は
不

足
し
て
い
る
学
校
机
に
利
用
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
（
写
真
2
，3
，4
）。

ま
た
、
政
策
立
案
の
支
援
と
し
て
、

C
O
P
27
で
は
、
開
発
途
上
国
に
お
け
る

森
林
減
少
・
劣
化
に
由
来
す
る
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
の
削
減
並
び
に
森
林
保
全
、
持

続
可
能
な
森
林
経
営
及
び
森
林
炭
素
蓄
積

の
強
化
（
R
E
D
D
+
）
の
推
進
の
た
め
、

ケ
ニ
ア
政
府
を
支
援
し
て
い
る
U
N
D
P

（
国
連
開
発
計
画
）、
F
A
O
（
国
連
食
糧

農
業
機
関
）
な
ど
と
共
に
、
先
進
的
な
取

り
組
み
を
し
て
い
る
ア
フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア

の
国
々
や
国
際
機
関
と
の
情
報
交
換
を
行

う
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
を
２
つ
開
催
し
ま
し

た
（
写
真
５
、
６
）。
双
方
の
イ
ベ
ン
ト

は
共
に
盛
況
で
、
多
く
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
と
情
報
交
換
に
役
立
て
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

“
W
hen w

e plant trees, w
e 

plant the seeds of peace and 
hope.”

（
木
を
植
え
る
と
き
は
、
平
和

と
希
望
の
種
を
植
え
て
い
る
ん
だ
よ
）‐

ワ
ン
ガ
リ
・
マ
ー
タ
イ
（
2
0
0
4
年
ノ

ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
）
こ
の
乾
い
た
大
地

に
、
恵
み
の
雨
を
も
た
ら
す
豊
か
な
森
を

取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ケ
ニ
ア

の
人
々
と
共
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

Kenya

ら
な
い
と
嘆
い
て
い
ま
し
た
。
カ
ン
バ
族

の
人
々
は
、
枯
れ
た
川
の
底
を
い
く
ら
掘

っ
て
も
水
脈
に
た
ど
り
つ
け
な
い
た
め
、

一
日
の
大
半
を
遠
く
ま
で
の
水
汲
み
に
費

や
し
て
い
る
と
訴
え
て
い
ま
し
た
。

2
0
2
2
年
に
発
足
し
た
ケ
ニ
ア
の
新

政
権
の
ル
ト
大
統
領
は
、
こ
う
し
た
状
況

を
一
転
さ
せ
る
た
め
、
エ
ジ
プ
ト
で
開
催

さ
れ
た
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
27
回
締
約

国
会
合
（
C
O
P
27
）
で
、
森
林
を
増
や

す
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。
ケ
ニ
ア
は
植

民
地
支
配
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
か
ら

1
9
6
3
年
に
独
立
を
果
た
し
ま
し
た

が
、
そ
れ
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
た
農
業
開

発
に
よ
り
、
森
林
率
が
30
％
（
1
9
0
0

年
）
か
ら
3
％
（
1
9
6
3
年
）
ま
で
減

少
し
ま
し
た
。
そ
の
後
の
森
林
回
復
の
努

力
に
よ
り
、
現
在
、
ケ
ニ
ア
の
森
林
率
は

８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
10

ジ
ャ
ン
ボ
！
（
ス
ワ
ヒ
リ
語
で
「
こ
ん

に
ち
は
！
」）、
2
0
2
2
年
9
月
、
焼
け

焦
げ
る
よ
う
な
サ
バ
ン
ナ
、
ア
フ
リ
カ
大

陸
の
片
隅
の
大
地
に
立
つ
、
ち
っ
ぽ
け
な

私
の
目
の
前
に
、
足
を
折
り
、
地
に
つ
い

て
最
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
シ
マ
ウ

マ
が
い
ま
し
た
（
写
真
1
）。「
史
上
最
悪
」

と
記
録
さ
れ
た
今
回
の
干
ば
つ
。
4
回
連

続
雨
期
に
雨
が
降
ら
ず
、
ラ
ン
ド
ク
ル
ー

ザ
ー
で
走
り
抜
け
る
光
景
に
は
痩
せ
こ
け

骨
と
皮
と
な
っ
た
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
、ヌ
ー
、

イ
ン
パ
ラ
等
、
動
物
た
ち
の
乾
い
た
死
体

が
累
々
と
横
た
わ
っ
て
い
ま
す
。

厳
し
い
自
然
の
掟
は
、
そ
こ
に
生
き
る

人
々
の
生
活
も
困
窮
さ
せ
て
い
ま
す
。
マ

サ
イ
族
の
人
々
は
、
干
ば
つ
で
や
せ
細
る

牛
た
ち
を
死
ぬ
前
に
な
ん
と
か
売
っ
た
と

し
て
も
、
石
油
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
の

で
ト
ラ
ッ
ク
の
運
賃
ほ
ど
の
代
金
に
も
な

1
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年
間
に
さ
ら
に
努
力
を
続
け
、
森
林
を
増

や
す
こ
と
で
、
生
態
系
そ
の
も
の
を
回
復

さ
せ
、
農
業
、
畜
産
業
、
そ
し
て
生
き
る

た
め
に
必
要
な
水
を
取
り
戻
そ
う
と
し
て

い
ま
す
。

私
は
、
国
際
協
力
機
構
（
J
I
C
A
）

が
ケ
ニ
ア
共
和
国
で
開
始
し
た
「
持
続
的

森
林
管
理
・
景
観
回
復
に
よ
る
森
林
セ
ク

タ
ー
強
化
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
気
候
変

動
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
、

2
0
2
2
年
3
月
か
ら
森
林
政
策
・
普
及

専
門
家
と
し
て
従
事
し
て
い
ま
す
。
本
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
ケ
ニ
ア
の
環
境
気
候

変
動
森
林
省
、
ケ
ニ
ア
森
林
公
社
、
ケ
ニ

ア
森
林
研
究
所
と
協
力
し
、
森
林
政
策
、

商
業
植
林
（
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
・
フ
ォ
レ
ス

ト
リ
ー
）、
林
木
育
種
、
地
域
協
力
の
４

分
野
の
技
術
協
力
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、
国
家
森

林
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
確
立
、
グ

リ
ー
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
機
会
を
活
用
し

た
森
林
カ
ー
ボ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
提

案
、
政
策
立
案
な
ど
の
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
コ
ン
ポ
ー

ネ
ン
ト
の
活
動
で
は
、
同
じ
く
ケ
ニ
ア
で

行
わ
れ
て
い
る
J
I
C
A
「
食
料
安
全
保

障
と
栄
養
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
共
同

で
、
バ
オ
バ
ブ
と
メ
リ
ア
を
用
い
た
学
校

給
食
・
植
林
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
始
し
て
い

ま
す
。
バ
オ
バ
ブ
の
葉
は
栄
養
価
が
高
い

雨期のバオバブの木2写真バオバブの葉3写真学校給食・植林プログラム4写真

た
め
、
子
ど
も
た
ち
の
栄
養
改
善
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
、
メ
リ
ア
の
木
材
は
不

足
し
て
い
る
学
校
机
に
利
用
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
（
写
真
2
，3
，4
）。

ま
た
、
政
策
立
案
の
支
援
と
し
て
、

C
O
P
27
で
は
、
開
発
途
上
国
に
お
け
る

森
林
減
少
・
劣
化
に
由
来
す
る
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
の
削
減
並
び
に
森
林
保
全
、
持

続
可
能
な
森
林
経
営
及
び
森
林
炭
素
蓄
積

の
強
化
（
R
E
D
D
+
）
の
推
進
の
た
め
、

ケ
ニ
ア
政
府
を
支
援
し
て
い
る
U
N
D
P

（
国
連
開
発
計
画
）、
F
A
O
（
国
連
食
糧

農
業
機
関
）
な
ど
と
共
に
、
先
進
的
な
取

り
組
み
を
し
て
い
る
ア
フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア

の
国
々
や
国
際
機
関
と
の
情
報
交
換
を
行

う
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
を
２
つ
開
催
し
ま
し

た
（
写
真
５
、
６
）。
双
方
の
イ
ベ
ン
ト

は
共
に
盛
況
で
、
多
く
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
と
情
報
交
換
に
役
立
て
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

“
W
hen w

e plant trees, w
e 

plant the seeds of peace and 
hope.”

（
木
を
植
え
る
と
き
は
、
平
和

と
希
望
の
種
を
植
え
て
い
る
ん
だ
よ
）‐

ワ
ン
ガ
リ
・
マ
ー
タ
イ
（
2
0
0
4
年
ノ

ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
）
こ
の
乾
い
た
大
地

に
、
恵
み
の
雨
を
も
た
ら
す
豊
か
な
森
を

取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ケ
ニ
ア

の
人
々
と
共
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ら
な
い
と
嘆
い
て
い
ま
し
た
。
カ
ン
バ
族

の
人
々
は
、
枯
れ
た
川
の
底
を
い
く
ら
掘

っ
て
も
水
脈
に
た
ど
り
つ
け
な
い
た
め
、

一
日
の
大
半
を
遠
く
ま
で
の
水
汲
み
に
費

や
し
て
い
る
と
訴
え
て
い
ま
し
た
。

2
0
2
2
年
に
発
足
し
た
ケ
ニ
ア
の
新

政
権
の
ル
ト
大
統
領
は
、
こ
う
し
た
状
況

を
一
転
さ
せ
る
た
め
、
エ
ジ
プ
ト
で
開
催

さ
れ
た
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
27
回
締
約

国
会
合
（
C
O
P
27
）
で
、
森
林
を
増
や

す
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。
ケ
ニ
ア
は
植

民
地
支
配
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
か
ら

1
9
6
3
年
に
独
立
を
果
た
し
ま
し
た

が
、
そ
れ
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
た
農
業
開

発
に
よ
り
、
森
林
率
が
30
％
（
1
9
0
0

年
）
か
ら
3
％
（
1
9
6
3
年
）
ま
で
減

少
し
ま
し
た
。
そ
の
後
の
森
林
回
復
の
努

力
に
よ
り
、
現
在
、
ケ
ニ
ア
の
森
林
率
は

８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
10

2
3
4

5

6

ジ
ャ
ン
ボ
！
（
ス
ワ
ヒ
リ
語
で
「
こ
ん

に
ち
は
！
」）、
2
0
2
2
年
9
月
、
焼
け

焦
げ
る
よ
う
な
サ
バ
ン
ナ
、
ア
フ
リ
カ
大

陸
の
片
隅
の
大
地
に
立
つ
、
ち
っ
ぽ
け
な

私
の
目
の
前
に
、
足
を
折
り
、
地
に
つ
い

て
最
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
シ
マ
ウ

マ
が
い
ま
し
た
（
写
真
1
）。「
史
上
最
悪
」

と
記
録
さ
れ
た
今
回
の
干
ば
つ
。
4
回
連

続
雨
期
に
雨
が
降
ら
ず
、
ラ
ン
ド
ク
ル
ー

ザ
ー
で
走
り
抜
け
る
光
景
に
は
痩
せ
こ
け

骨
と
皮
と
な
っ
た
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
、ヌ
ー
、

イ
ン
パ
ラ
等
、
動
物
た
ち
の
乾
い
た
死
体

が
累
々
と
横
た
わ
っ
て
い
ま
す
。

厳
し
い
自
然
の
掟
は
、
そ
こ
に
生
き
る

人
々
の
生
活
も
困
窮
さ
せ
て
い
ま
す
。
マ

サ
イ
族
の
人
々
は
、
干
ば
つ
で
や
せ
細
る

牛
た
ち
を
死
ぬ
前
に
な
ん
と
か
売
っ
た
と

し
て
も
、
石
油
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
の

で
ト
ラ
ッ
ク
の
運
賃
ほ
ど
の
代
金
に
も
な



SERIES. 国有林野事業の取組

耕地防風保安林の整備に向けた
取組について

北海道森林管理局 網走南部森林管理署

◆ 

防
風
保
安
林
の
整
備
に
向
け
て

　
防
風
保
安
林
は
、
風
の
強
い
地
域
で
、

田
畑
や
住
宅
に
沿
っ
て
森
林
を
帯
状
に
配

置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
々
の
く
ら
し
や

農
作
物
へ
吹
き
つ
け
る
風
を
和
ら
げ
、
被

害
を
防
ぐ
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
管
内
の

国
有
林
に
は
、
延
長
1
4
6
㎞
、
面
積

1
1
8
5
ha
の
防
風
保
安
林
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
防
風
保
安
林
で
す
が
、
近
年
、
風

倒
被
害
が
増
加
す
る
と
と
も
に
、
林
縁
部

の
枝
が
農
地
へ
張
り
出
し
、
日
陰
に
お
け

る
農
作
物
の
日
照
障
害
や
、
大
型
農
業
機

械
の
走
行
や
I
C
T
機
能
を
有
す
る
農
業

機
械
の
通
信
障
害
等
が
発
生
し
、
地
域
の

農
作
業
に
様
々
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お

り
、
解
決
を
求
め
る
要
望
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
当
署
で
は
、
防
風
保
安
林
の
機
能
維
持

と
地
域
の
方
々
の
要
望
を
調
整
を
図
る
た

め
、
専
門
家
、
地
元
の
自
治
体
を
は
じ

め
、
関
係
者
と
意
見
交
換
を
行
い
、
そ
の

対
策
を
検
討
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
防

風
保
安
林
の
林
縁
部
を
一
定
の
幅
で
伐
採

し
、
そ
の
跡
地
に
防
風
保
安
林
の
整
備
を

行
う
た
め
の
管
理
用
道
路
を
作
設
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
に
清
里
町
で
、
試
行
的
な

管
理
用
道
路
を
整
備
し
ま
し
た
。
当
地

は
、
昭
和
７
年
に
東
西
方
向
に
植
栽
さ
れ

た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ト
ウ
ヒ
（
ホ
ワ
イ
ト
ウ
ッ

ド
）
を
主
と
す
る
林
分
で
、
林
帯
幅
約
75

m
、
長
さ
は
約
5
0
0
m
（
東
西
方
向
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
南
北
の
林
縁
部
を
そ

れ
ぞ
れ
幅
７
m
伐
採
し
、
幅
員
４
m
の
管

理
用
道
路
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
隣
接
す
る
農
地
の
所
有
者
に
承
諾
を
得

て
、
冬
の
農
閑
期
に
林
縁
部
の
立
木
を
伐

採
・
販
売
し
、
そ
の
後
、
路
面
を
整
備
し

ま
し
た
。
隣
接
地
が
農
地
の
た
め
、
路
盤

材
に
砂
利
の
変
わ
り
に
飛
散
し
て
も
支
障

の
少
な
い
火
山
灰
を
使
用
し
ま
し
た
。

　
防
風
保
安
林
の
整
備
か
ら
１
年
経
過
し

ま
し
た
が
、
目
立
っ
た
倒
木
は
発
生
し
て

お
ら
ず
、
防
風
機
能
の
発
揮
に
影
響
は
な

い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
管
理
用
道
路
は
、

林
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
容
易
に
す
る
と
と

も
に
、
隣
接
農
地
と
の
緩
衝
帯
と
な
り
、

防
風
保
安
林
の
日
照
や
通
信
の
障
害
の
影

響
も
軽
減
で
き
、
地
域
の
農
家
か
ら
も
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。

◆ 

今
後
の
対
応

　
防
風
保
安
林
の
試
行
的
な
管
理
用
道
路

整
備
の
結
果
が
良
好
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
計
画
的
に
整
備
を
進
め
る
た
め
、
現

在
、
防
風
保
安
林
の
現
況
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
調
査
で
は
、
立
木
の
調
査
や
無

人
航
空
機
（
ド
ロ
ー
ン
）
を
活
用
し
た
林

相
把
握
、
希
少
動
植
物
の
生
育
・
生
息
を

確
認
す
る
環
境
調
査
、
隣
接
区
域
の
建
物

等
の
有
無
、
地
形
・
地
質
・
土
壌
・
気
象
・

風
速
・
風
量
等
に
つ
い
て
確
認
し
、
そ
の
結

果
か
ら
、
管
理
用
道
路
を
整
備
す
る
優
先

順
位
を
決
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
況

調
査
の
結
果
か
ら
状
況
に
よ
っ
て
は
間
伐

等
に
よ
る
密
度
調
整
の
要
否
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
当
署
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
広
大
な
防
風

保
安
林
の
機
能
の
維
持
・
向
上
の
た
め
、

地
元
の
自
治
体
、
農
業
関
係
団
体
と
の
情

報
共
有
と
協
力
体
制
を
構
築
し
て
、
持
続

的
な
管
理
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

管内概要　知床森林生態系保全センター管内概要　北海道森林管理局 網走南部森林管理署

　網走南部森林管理署は、北海道北東部、オホーツク海の南東側に位置し、北東の知床半島知床岬から南西の
阿寒湖の北側にある津別町までの7市町に所在する約14万haの国有林を管轄しています。
　管内には、世界自然遺産に登録されている知床国立公園をはじめ、阿寒摩周国立公園、網走国定公園、斜里岳
道立自然公園に指定されている区域があり、小清水原生花園、神の子池、小清水高原（藻琴山）、美幌峠、知床
峠、斜里岳、羅臼岳などの風光明媚な観光地も数多くあります。

署 の 所 在 地

北海道斜里郡小清水町南町１丁目24-21

管轄区域の関係７市町

網走市、斜里町、清里町、小清水町、
大空町、美幌町、津別町

７ 市 町 区 域 面 積 339,665ha

う ち 森 林 面 積 218,032ha

う ち 国 有 林 面 積 135,867ha

も    こと  やま び    ほろ

網走東部

網走東部網走東部

知床森林センター知床森林センター

藻琴山藻琴山
も  こと やまも  こと やま

斜里岳斜里岳

羅臼岳羅臼岳国有林

網走南部
森林管理署
網走南部
森林管理署
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写真4　防風保安林のドローン画像

写真3　完成した管理用道路

写真2　施工の様子

図　防風保安林の試行的な整備（イメージ） 写真1　農地へ張り出した林緑部の枝

耕地防風保安林の整備に向けた取組についてSE RIES. 国有林野事業の取組

◆ 

防
風
保
安
林
の
整
備
に
向
け
て

　
防
風
保
安
林
は
、
風
の
強
い
地
域
で
、

田
畑
や
住
宅
に
沿
っ
て
森
林
を
帯
状
に
配

置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
々
の
く
ら
し
や

農
作
物
へ
吹
き
つ
け
る
風
を
和
ら
げ
、
被

害
を
防
ぐ
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
管
内
の

国
有
林
に
は
、
延
長
1
4
6
㎞
、
面
積

1
1
8
5
ha
の
防
風
保
安
林
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
防
風
保
安
林
で
す
が
、
近
年
、
風

倒
被
害
が
増
加
す
る
と
と
も
に
、
林
縁
部

の
枝
が
農
地
へ
張
り
出
し
、
日
陰
に
お
け

る
農
作
物
の
日
照
障
害
や
、
大
型
農
業
機

械
の
走
行
や
I
C
T
機
能
を
有
す
る
農
業

機
械
の
通
信
障
害
等
が
発
生
し
、
地
域
の

農
作
業
に
様
々
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お

り
、
解
決
を
求
め
る
要
望
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
当
署
で
は
、
防
風
保
安
林
の
機
能
維
持

と
地
域
の
方
々
の
要
望
を
調
整
を
図
る
た

め
、
専
門
家
、
地
元
の
自
治
体
を
は
じ

め
、
関
係
者
と
意
見
交
換
を
行
い
、
そ
の

対
策
を
検
討
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
防

風
保
安
林
の
林
縁
部
を
一
定
の
幅
で
伐
採

し
、
そ
の
跡
地
に
防
風
保
安
林
の
整
備
を

行
う
た
め
の
管
理
用
道
路
を
作
設
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
に
清
里
町
で
、
試
行
的
な

管
理
用
道
路
を
整
備
し
ま
し
た
。
当
地

は
、
昭
和
７
年
に
東
西
方
向
に
植
栽
さ
れ

た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ト
ウ
ヒ
（
ホ
ワ
イ
ト
ウ
ッ

ド
）
を
主
と
す
る
林
分
で
、
林
帯
幅
約
75

m
、
長
さ
は
約
5
0
0
m
（
東
西
方
向
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
南
北
の
林
縁
部
を
そ

れ
ぞ
れ
幅
７
m
伐
採
し
、
幅
員
４
m
の
管

理
用
道
路
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
隣
接
す
る
農
地
の
所
有
者
に
承
諾
を
得

て
、
冬
の
農
閑
期
に
林
縁
部
の
立
木
を
伐

採
・
販
売
し
、
そ
の
後
、
路
面
を
整
備
し

ま
し
た
。
隣
接
地
が
農
地
の
た
め
、
路
盤

材
に
砂
利
の
変
わ
り
に
飛
散
し
て
も
支
障

の
少
な
い
火
山
灰
を
使
用
し
ま
し
た
。

　
防
風
保
安
林
の
整
備
か
ら
１
年
経
過
し

ま
し
た
が
、
目
立
っ
た
倒
木
は
発
生
し
て

お
ら
ず
、
防
風
機
能
の
発
揮
に
影
響
は
な

い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
管
理
用
道
路
は
、

林
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
容
易
に
す
る
と
と

も
に
、
隣
接
農
地
と
の
緩
衝
帯
と
な
り
、

防
風
保
安
林
の
日
照
や
通
信
の
障
害
の
影

響
も
軽
減
で
き
、
地
域
の
農
家
か
ら
も
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。

◆ 

今
後
の
対
応

　
防
風
保
安
林
の
試
行
的
な
管
理
用
道
路

整
備
の
結
果
が
良
好
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
計
画
的
に
整
備
を
進
め
る
た
め
、
現

在
、
防
風
保
安
林
の
現
況
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
調
査
で
は
、
立
木
の
調
査
や
無

人
航
空
機
（
ド
ロ
ー
ン
）
を
活
用
し
た
林

相
把
握
、
希
少
動
植
物
の
生
育
・
生
息
を

確
認
す
る
環
境
調
査
、
隣
接
区
域
の
建
物

等
の
有
無
、
地
形
・
地
質
・
土
壌
・
気
象
・

風
速
・
風
量
等
に
つ
い
て
確
認
し
、
そ
の
結

果
か
ら
、
管
理
用
道
路
を
整
備
す
る
優
先

順
位
を
決
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
況

調
査
の
結
果
か
ら
状
況
に
よ
っ
て
は
間
伐

等
に
よ
る
密
度
調
整
の
要
否
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
当
署
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
広
大
な
防
風

保
安
林
の
機
能
の
維
持
・
向
上
の
た
め
、

地
元
の
自
治
体
、
農
業
関
係
団
体
と
の
情

報
共
有
と
協
力
体
制
を
構
築
し
て
、
持
続

的
な
管
理
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

林地延長 約500ｍ林地延長 約500ｍ

伐採前の防風保安林の幅 約75ｍ伐採前の防風保安林の幅 約75ｍ

道路で区切られた一区画
の林地延長 500ｍ

道路で区切られた一区画
の林地延長 500ｍ

伐採幅 各7ｍ伐採幅 各7ｍ
林地帯幅 75ｍ林地帯幅 75ｍ

国有林
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ャ
ン
プ
場
で
行
わ
れ
た
野
外
森
林
ラ
イ

ブ
に
参
加
し
た
こ
と
で
す
。
見
渡
す
限

り
3
6
0
度
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
緑
、
風

で
な
び
く
葉
の
音
、
鳥
の
鳴
き
声
、
澄
ん

だ
空
気
の
に
お
い
の
中
、
自
分
の
身
体
か

ら
声
を
張
り
上
げ
、
木
の
響
き
を
感
じ
る

ギ
タ
ー
を
か
き
鳴
ら
し
て
演
奏
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
五
感
を
フ
ル
に
活
用
し

て
歌
っ
た
ラ
イ
ブ
は
初
め
て
で
し
た
。「
森

林
で
ラ
イ
ブ
を
し
て
み
た
い
」
と
い
う

夢
が
、
今
回
の
賞
に
つ
な
が
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。

私
は
S
N
S
で
の
発
信
力
を
高
め
て
い

ま
す
。
T
i
k
T
o
k
で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル

楽
曲
を
配
信
し
４
万
人
の
方
に
フ
ォ
ロ
ー

2023ミス日本みどりの大使

上村 さや香
かみむら か

　
　
　

　
　

自
己
紹
介

皆
様
、
は
じ
め
ま
し
て
。
み
ど
り
の
大

使
に
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
、
上
村
さ

や
香
で
す
。
私
は
作
詞
作
曲
と
歌
う
こ
と

が
大
好
き
で
す
。
将
来
は
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

と
い
う
よ
う
な
「
共
感
を
言
葉
に
す
る
存

在
」
を
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
。

ミ
ス
日
本
の
結
果
発
表
の
時
、
私
の
名

前
を
呼
ば
れ
た
瞬
間
は
心
か
ら
嬉
し
さ
が

こ
み
上
げ
ま
し
た
。
私
は
、〝
み
ど
り
の

大
使
〞に
と
て
も
な
り
た
か
っ
た
か
ら
で

す
。
き
っ
か
け
は
2
0
1
6
年
、
高
校
生

の
と
き
に
埼
玉
県
入
間
郡
越
生
町
の
キ

　
１
月
23
日
、「
第
55
回
ミ
ス
日
本
コ
ン
テ
ス
ト
2
0
2
3
」
が
都
内
で
開
催
さ
れ
、
13
名

の
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
か
ら
ミ
ス
日
本
グ
ラ
ン
プ
リ
ほ
か
各
賞
の
受
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

「
2
0
2
3
ミ
ス
日
本
み
ど
り
の
大
使
」は
上
村
さ
や
香
さ
ん（
24
）で
す
！ 

み
ど
り
の
大
使
は
、
ミ
ス
日
本
各
賞
の
一
つ
で
、
こ
れ
か
ら
の
１
年
間
、
森
林
の
大
切
さ

や
木
の
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
、み
ど
り
と
木
へ
の
親
し
み
を
広
め
る
役
割
を
担
い
ま
す
。
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し
て
い
た
だ
き
、
最
新
曲
「
ス
ク
ロ
ー
ル

が
や
め
ら
れ
な
い
」
で
は
5
2
0
万
再
生

を
記
録
し
ま
し
た
。

名
称
が
「
み
ど
り
の
大
使
」
に
生
ま
れ

変
わ
っ
た
今
年
、
私
は
森
林
や
林
業
に
携

わ
る
方
々
を
訪
ね
る
の
が
本
当
に
楽
し
み

で
す
。
そ
こ
で
見
聞
き
し
た
こ
と
を
、
言

葉
や
歌
に
し
て
、
得
意
の
S
N
S
を
活
か

し
積
極
的
に
発
信
を
し
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
皆
様
の
想
い
を
、
若
い
世
代
や

幅
広
い
世
代
へ
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
W
O
O
D
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

      （
モ
ク
コ
レ
）
２
０
２
３

私
に
と
っ
て
初
め
て
の
出
演
で
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
見
つ
け
る
、
つ
な
げ
る
、
広

げ
る
、
国
産
木
材
と
の
新
た
な
出
会
い
」。

ま
さ
に
、
新
た
な
出
会
い
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
！

初
め
て
見
る
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
受
賞

作
品
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
や
、
デ
ジ
タ
ル
森

林
浴
、
木
材
か
ら
作
ら
れ
た
繊
維
や
お
花

や
イ
ン
ク
、
子
ど
も
の
お
も
ち
ゃ
、
サ
ウ

ナ
、
木
の
ス
ピ
ー
カ
ー
や
ベ
ン
チ
、
チ
ェ

ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
な
ど
挙
げ
き
れ
な
い
ほ

ど
の
素
敵
な
作
品
に
出
会
い
ま
し
た
。

特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
国
産
木
材

で
作
ら
れ
た
楽
器
で
す
。
ア
コ
ー
ス
テ
ィ

ッ
ク
ギ
タ
ー
、
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
、
ウ
ク
レ

レ
、
ド
ラ
ム
な
ど
た
く
さ
ん
の
音
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
変
な
手
間
を

か
け
て
生
み
出
さ
れ
た
能
登
ヒ
バ
に
よ
る

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
を
試
奏
し
た

時
、
職
人
さ
ん
の
想
い
が
芯
の
強
い
音
色

か
ら
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

東
京
チ
ェ
ン
ソ
ー
ズ
さ
ん
が
出
展
し
て

い
た
、
国
産
ヒ
ノ
キ
の
ス
プ
ー
ン
作
り
に

も
挑
戦
し
ま
し
た
。〝
１
本
ま
る
ご
と
木

の
活
用
〞と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
の
も
と
、

流
通
し
な
い
木
の
端
材
を
活
か
し
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。
軽
い
気
持
ち
で
入
っ

て
み
た
の
で
す
が
、
完
成
ま
で
丸
々
１
時

間
か
か
り
、
と
て
も
大
変
で
し
た
！
や
す

り
で
表
面
が
滑
ら
か
に
な
る
ま
で
削
り
、

磨
い
て
い
き
ま
す
。
無
心
に
な
り
、
精
神

統
一
し
集
中
で
き
る
時
間
で
し
た
。
も
の

作
り
の
大
変
さ
を
身
を
も
っ
て
実
感
い
た

し
ま
し
た
。

国
産
木
材
の
温
も
り
や
美
し
さ
、香
り
、

様
々
な
表
情
か
ら
と
て
も
癒
さ
れ
た
1
日

に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
皆
様
か
ら
の

期
待
や
応
援
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
み

ど
り
の
大
使
と
し
て
の
責
任
を
よ
り
感
じ

ま
し
た
。

１
年
間
た
く
さ
ん
学
び
、
体
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
日
本
が
誇
る
緑
と

木
の
文
化
や
森
を
守
る
取
り
組
み
、
地
域

の
方
々
の
工
夫
を
自
分
の
考
え
と
あ
わ
せ

て
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

プロフィール
出身地： 東京都
趣　味： 健康食品探し、
　　　　 動画編集、散歩
特　技： ギター弾き語り、
　　　　 作詞作曲

みどりの
大使が行く！新

か
み 

む
ら               

か



ャ
ン
プ
場
で
行
わ
れ
た
野
外
森
林
ラ
イ

ブ
に
参
加
し
た
こ
と
で
す
。
見
渡
す
限

り
3
6
0
度
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
緑
、
風

で
な
び
く
葉
の
音
、
鳥
の
鳴
き
声
、
澄
ん

だ
空
気
の
に
お
い
の
中
、
自
分
の
身
体
か

ら
声
を
張
り
上
げ
、
木
の
響
き
を
感
じ
る

ギ
タ
ー
を
か
き
鳴
ら
し
て
演
奏
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
五
感
を
フ
ル
に
活
用
し

て
歌
っ
た
ラ
イ
ブ
は
初
め
て
で
し
た
。「
森

林
で
ラ
イ
ブ
を
し
て
み
た
い
」
と
い
う

夢
が
、
今
回
の
賞
に
つ
な
が
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。

私
は
S
N
S
で
の
発
信
力
を
高
め
て
い

ま
す
。
T
i
k
T
o
k
で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル

楽
曲
を
配
信
し
４
万
人
の
方
に
フ
ォ
ロ
ー

　
　
　

　
　

自
己
紹
介

皆
様
、
は
じ
め
ま
し
て
。
み
ど
り
の
大

使
に
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
、
上
村
さ

や
香
で
す
。
私
は
作
詞
作
曲
と
歌
う
こ
と

が
大
好
き
で
す
。
将
来
は
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

と
い
う
よ
う
な
「
共
感
を
言
葉
に
す
る
存

在
」
を
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
。

ミ
ス
日
本
の
結
果
発
表
の
時
、
私
の
名

前
を
呼
ば
れ
た
瞬
間
は
心
か
ら
嬉
し
さ
が

こ
み
上
げ
ま
し
た
。
私
は
、〝
み
ど
り
の

大
使
〞に
と
て
も
な
り
た
か
っ
た
か
ら
で

す
。
き
っ
か
け
は
2
0
1
6
年
、
高
校
生

の
と
き
に
埼
玉
県
入
間
郡
越
生
町
の
キ
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し
て
い
た
だ
き
、
最
新
曲
「
ス
ク
ロ
ー
ル

が
や
め
ら
れ
な
い
」
で
は
5
2
0
万
再
生

を
記
録
し
ま
し
た
。

名
称
が
「
み
ど
り
の
大
使
」
に
生
ま
れ

変
わ
っ
た
今
年
、
私
は
森
林
や
林
業
に
携

わ
る
方
々
を
訪
ね
る
の
が
本
当
に
楽
し
み

で
す
。
そ
こ
で
見
聞
き
し
た
こ
と
を
、
言

葉
や
歌
に
し
て
、
得
意
の
S
N
S
を
活
か

し
積
極
的
に
発
信
を
し
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
皆
様
の
想
い
を
、
若
い
世
代
や

幅
広
い
世
代
へ
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
W
O
O
D
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

      （
モ
ク
コ
レ
）
２
０
２
３

私
に
と
っ
て
初
め
て
の
出
演
で
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
見
つ
け
る
、
つ
な
げ
る
、
広

げ
る
、
国
産
木
材
と
の
新
た
な
出
会
い
」。

ま
さ
に
、
新
た
な
出
会
い
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
！

初
め
て
見
る
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
受
賞

作
品
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
や
、
デ
ジ
タ
ル
森

林
浴
、
木
材
か
ら
作
ら
れ
た
繊
維
や
お
花

や
イ
ン
ク
、
子
ど
も
の
お
も
ち
ゃ
、
サ
ウ

ナ
、
木
の
ス
ピ
ー
カ
ー
や
ベ
ン
チ
、
チ
ェ

ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
な
ど
挙
げ
き
れ
な
い
ほ

ど
の
素
敵
な
作
品
に
出
会
い
ま
し
た
。

特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
国
産
木
材

で
作
ら
れ
た
楽
器
で
す
。
ア
コ
ー
ス
テ
ィ

ッ
ク
ギ
タ
ー
、
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
、
ウ
ク
レ

レ
、
ド
ラ
ム
な
ど
た
く
さ
ん
の
音
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
変
な
手
間
を

か
け
て
生
み
出
さ
れ
た
能
登
ヒ
バ
に
よ
る

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
を
試
奏
し
た

時
、
職
人
さ
ん
の
想
い
が
芯
の
強
い
音
色

か
ら
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

東
京
チ
ェ
ン
ソ
ー
ズ
さ
ん
が
出
展
し
て

い
た
、
国
産
ヒ
ノ
キ
の
ス
プ
ー
ン
作
り
に

も
挑
戦
し
ま
し
た
。〝
１
本
ま
る
ご
と
木

の
活
用
〞と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
の
も
と
、

流
通
し
な
い
木
の
端
材
を
活
か
し
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。
軽
い
気
持
ち
で
入
っ

て
み
た
の
で
す
が
、
完
成
ま
で
丸
々
１
時

間
か
か
り
、
と
て
も
大
変
で
し
た
！
や
す

り
で
表
面
が
滑
ら
か
に
な
る
ま
で
削
り
、

磨
い
て
い
き
ま
す
。
無
心
に
な
り
、
精
神

統
一
し
集
中
で
き
る
時
間
で
し
た
。
も
の

作
り
の
大
変
さ
を
身
を
も
っ
て
実
感
い
た

し
ま
し
た
。

国
産
木
材
の
温
も
り
や
美
し
さ
、香
り
、

様
々
な
表
情
か
ら
と
て
も
癒
さ
れ
た
1
日

に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
皆
様
か
ら
の

期
待
や
応
援
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
み

ど
り
の
大
使
と
し
て
の
責
任
を
よ
り
感
じ

ま
し
た
。

１
年
間
た
く
さ
ん
学
び
、
体
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
日
本
が
誇
る
緑
と

木
の
文
化
や
森
を
守
る
取
り
組
み
、
地
域

の
方
々
の
工
夫
を
自
分
の
考
え
と
あ
わ
せ

て
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



発
行
／
林
野
庁
　
〒
100-8952　

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
1-2-1　

電
話
 03-3502-8111（

代
）
　
ＦＡ
Ｘ
 03-3591-6505

編
集
／
株
式
会
社
ア
イ
エ
ヌ
エ
ー
　
東
京
都
中
央
区
東
日
本
橋
2-24-7　

　
印
刷
／
株
式
会
社
コ
ー
ム
ラ
　
岐
阜
県
岐
阜
市
三
輪
ぷ
り
ん
と
ぴ
あ
３

2023

3

M
arch

Ｎ
ｏ
．192

検 索情報誌 林野
「林野」は林野庁HPでもご覧になれます。詳しくは


	2023_03_rinya_P01_web
	2023_03_rinya_P02_web
	2023_03_rinya_P03_web
	2023_03_rinya_P04_web
	2023_03_rinya_P05_web
	2023_03_rinya_P06_web
	2023_03_rinya_P07_web
	2023_03_rinya_P08_web
	2023_03_rinya_P09_web
	2023_03_rinya_P10_web
	2023_03_rinya_P11_web
	2023_03_rinya_P12_web
	2023_03_rinya_P13_web
	2023_03_rinya_P14_web
	2023_03_rinya_P15_web
	2023_03_rinya_P16_web
	2023_03_rinya_P17_web
	2023_03_rinya_P18_web
	2023_03_rinya_P19_web
	2023_03_rinya_P20_web

